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近
世
の
飢
饉
や
一
揆
に
つ
い
て
記
し
た
資
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
執
筆
意
図
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
事
件
や
事
態
の
特
徴
や
本
質
を
把

握
し
、
そ
れ
を
後
世
の
人
々
に
的
確
に
伝
え
る
た
め
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
事
実
を
淡
々
と
記
録
す
る
と
い
う
態
度
に
徹
し
た
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
災
禍
の
記
憶
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
近
代
に
ま
で
続
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
近
世
山
陰
の
資
料
を
通
じ
て
考

察
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
実
録　

近
世
小
説　

飢
饉　

一
揆

一　

飢
饉
等
を
記
し
た
資
料
の
種
々
相
、
そ
の
執
筆
意
図

　

近
世
の
飢
饉
や
そ
れ
に
伴
っ
て
起
こ
っ
た
一
揆
に
つ
い
て
記
し
た
資
料
に
は

種
々
の
性
質
の
も
の
が
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
出
雲

国
能
義
郡
に
お
け
る
飢
饉
の
状
況
に
つ
い
て
同
郡
飯い

生な
り

村
の
田
中
朝
房
な
る
人
が

記
し
た
『
天
保
大
凶
作
日
記）　

1
（

』
は
、

　
　

一　

	

当
申
年
春
ゟ
時
候
不
順
に
付
、
一
統
に
作
物
手
入
、
種
々
と
心
配
仕
候

得
共
、
第
一
雨
天
勝
に
而
諸
作
不
熟
仕
候
。

の
一
項
よ
り
始
ま
り
、
こ
の
年
の
春
か
ら
翌
八
年
一
〇
月
に
か
け
て
の
天
候
不

順
、
そ
の
影
響
に
よ
る
損
耗
、
物
価
の
高
騰
、
民
衆
の
飢
渇
、
施
粥
の
実
態
な
ど

を
、
直
接
の
見
聞
や
収
集
し
た
情
報
に
基
づ
き
書
き
連
ね
る
。
ま
た
伝
聞
に
よ
っ

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
出
所
を
付
記
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
甲
斐
国
一
揆

の
事
に
つ
い
て
は
「
京
都
祇
園
坊
の
咄
し
に
承
る
」、
ま
た
松
江
で
七
年
末
頃
か

ら
乞
食
人
が
急
増
し
た
事
に
つ
い
て
は
「
神
白
宮
内
義
、
松
江
中
町
佐
藤
喜
八
郎

方
に
而
承
る
よ
し
、
慥
成
る
咄
し
に
有
之
候
」
と
す
る
如
く
で
あ
る
。
自
身
の
所

一
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感
や
評
価
を
語
る
こ
と
な
く
淡
々
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
飢
饉
に
関
し
て
知
り

得
た
事
柄
を
先
ず
は
記
録
し
て
お
く
と
い
う
、
そ
の
こ
と
自
体
に
目
的
を
置
い
て

い
た
と
解
さ
れ
る
。
一
方
、
第
三
節
に
後
掲
す
る
出
雲
国
大
原
郡
大
東
町
の
木
村

小
左
衛
門
に
よ
る
『
凶
年
記
録
』
は
、
筆
者
自
身
が
実
見
し
た
惨
状
を
中
心
に
、

言
わ
ば
当
事
者
と
し
て
そ
の
記
憶
を
語
っ
て
お
り
、
後
の
者
た
ち
へ
教
訓
と
し
て

残
す
も
の
で
あ
る
旨
を
明
記
し
て
い
る
。

　

飢
饉
や
一
揆
の
事
を
記
述
す
る
に
あ
た
り
、
実
録
体
の
文
章
が
採
用
さ
れ
る
例

も
多
々
あ
る
。
但
し
先
稿）　

2
（

で
取
り
上
げ
た
鳥
取
藩
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
の
一

揆
を
記
す
『
因
伯
民
乱
太
平
記
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
件
を
実
録
化
す
る
と

は
、
実
説
か
ら
乖
離
し
て
全
く
の
虚
構
物
語
に
作
り
替
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
は
な
い
。
筆
者
は
そ
の
事
件
の
特
徴
、
発
生
し
た
理
由
な
ど
を
把
握
し
よ
う
と

努
め
、
そ
れ
を
表
出
す
べ
く
人
物
の
行
動
や
会
話
等
を
描
出
し
て
い
る
こ
と
に
留

意
が
必
要
で
あ
る
。

　

あ
る
飢
饉
や
一
揆
が
史
実
と
し
て
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
探
究
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
近
年
の
研
究
成
果
で
あ
る
『
松
江

市
史 

通
史
編
4
（
近
世
Ⅱ
）』「
第
五
章	

村
と
浦
の
生
業
と
産
業
の
発
展
／
第
一

節 

村
落
社
会
の
展
開
」（
常
松
隆
嗣
執
筆）

3
（

）
で
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
出

雲
国
に
お
け
る
一
揆
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
歴
史

文
書
は
も
と
よ
り
実
録
体
で
記
さ
れ
た
『
雲
国
民
乱
治
政
記
』
も
活
用
さ
れ
て
い

る
。
私
見
で
は
、
こ
う
し
た
史
実
探
究
と
い
う
方
向
と
同
時
に
、
か
か
る
諸
資
料

に
お
け
る
執
筆
意
図
、
即
ち
筆
者
が
如
何
な
る
目
的
を
意
識
し
て
編
述
し
た
の
か

を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
筆
者
が
そ
の
事
件
を
如

何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
捉
え
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
後
世
へ
継
承
し
よ
う
と
欲

し
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
か
か
る
考
察
の
端
緒
と
す
べ
く
、
山
陰
に
伝
存
す
る
資
料
を
検
討
す

る
。
近
世
の
飢
饉
に
関
す
る
資
料
は
全
国
に
膨
大
に
存
す
る
。
ま
た
本
稿
に
掲
げ

る
如
き
は
山
陰
の
も
の
の
全
て
を
さ
え
尽
く
し
て
い
な
い
。
こ
れ
を
以
て
、
こ
の

種
の
資
料
の
標
準
あ
る
い
は
典
型
な
ど
と
言
お
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お

享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）、

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
に
関
す
る
資
料
を
扱
う
が
、
執
筆
意

図
の
あ
り
方
を
軸
に
整
理
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
年
代
順
に
掲
げ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
な
い
。
以
下
先
ず
、
過
去
に
お
い
て
一
揆
の
徒
が
作
成
し
た
哀
訴
の
文
章
を

掘
り
起
こ
し
、
そ
れ
を
改
編
し
つ
つ
継
承
し
よ
う
と
し
た
例
を
取
り
上
げ
る
。

二　

哀
訴
の
文
章
と
そ
の
改
編

　
『
秘
見
録
』（
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
、
写
本
一
冊
）
は
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

四
月
に
上
阪
遜
が
編
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
阪
は
、
こ
の
他
に
『
管
見
録
』（
同

館
蔵
、
写
本
一
冊
）
の
著
が
あ
る
。
事
蹟
の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
が
、『
熊
本
経

済
録
』（
大
村
庄
助
著
）
に
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
一
〇
月
の
跋
を
寄
せ
「
因
幡

支
封
騎
士
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
取
藩
の
支
藩
で
あ
る
若
桜
、
鹿
野
の

何
れ
か
に
属
し
た
人
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

自
序
に
相
当
す
る
冒
頭
の
文
に
言
う
。
―
―
近
頃
一
人
の
農
夫
か
ら
「
む
か
し

天
祥
大
君
御
在
世
の
間
伯
州
の
衆
民
騒
動
せ
し
時
の
哀
訴
の
文
章
」
を
見
せ
ら
れ

た
。
こ
の
訴
文
は
、
転
倒
誤
字
や
整
わ
ぬ
句
な
ど
散
見
す
る
が
、
最
も
問
題
で
あ

る
の
は
、「
匹
夫
至
賤
の
身
に
在
り
て
毫
も
そ
れ
恐
れ
を
か
へ
り
み
ず
、
至
尊
の

君
上
へ
直
に
其
疏
を
上
り
し
一
条
」、
即
ち
直
接
藩
主
に
宛
て
て
書
い
て
い
る
こ

と
で
、
特
に
文
中
「
以
二
非
道
之
筋
一
仕
置
被
レ
成
候
事
」
云
々
と
あ
る
の
は
「
直

情
告

（
こ
つ

訐け
つ
）の

罪
最
悪
む
べ
」
き
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
先
ず
そ
の
原
文
を
載
せ
、

更
に
そ
れ
を
「
近
時
の
俗
文
」、「
漢
語
に
似
せ
た
る
仮
字
文
」
に
そ
れ
ぞ
れ
書
き

二

近
世
山
陰
の
飢
饉
に
関
す
る
記
録
・
聞
書
・
実
録
類
に
つ
い
て 

―
災
禍
の
記
憶
の
記
述
と
継
承
―
（
田
中
則
雄
）
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替
え
た
も
の
を
掲
げ
る
と
。
な
お
こ
こ
に
言
う
騒
動
と
は
、
天
祥
院
（
三
代
藩
主

池
田
吉
泰
）
在
位
の
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）、
飢
渇
に
よ
り
窮
迫
し
た
一
揆
勢

が
伯
耆
国
会
見
郡
の
坪
上
山
に
集
結
し
た
事
件
の
こ
と
で
あ
る
。

　

先
ず
、
そ
の
「
哀
訴
の
文
章
」
の
原
文
と
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と

す
る
。乍

恐
百
姓
申
上
候
口
上
一
札

今
度
会
見
郡
坪
上
山
え
取
籠
候
事
不
二
別
儀
一。
凡
扶
桑
国
之
内
過
半
先
年
に

も
御
成
凶
年
不
私
天
災
、
誰
カ
不
レ
知
レ
是
哉
。
因
伯
太
守
様
之
儀
者
無
二
御

心
付
一
以
二
非
道
之
筋
一
仕
置
被
レ
成
候
事
共
難
レ
尽
二
筆
紙
一。
百
姓
憐
愍
之
気

質
者
毛
頭
無
レ
之
、
依
テ
御
貢
例
之
通
り
壱
合
壱
勺
も
無
二
御
宥
免
一
御
取
立

被
レ
成
手
合
、
八
月
ゟ
十
二
月
迄
五
ヶ
月
之
内
、
諸
奉
行
入
替
り
種
々
以
レ

術
苦
二
万
民
一
饑
死
も
不
レ
顧
日
々
夜
々
彼
是
役
所
え
引
付
糺
明
之
度
㕝
徹
二

心
肝
一。
雖
レ
有
レ
願
二
公
辺
一
恐
二
非
道
筋
一
自
心
隔
臆
誰
ニ
カ
訴
レ
苦
哉
。
依

而
百
姓
余　

リ
二
困
窮
一
無
二
是
非
一
埋
二
積
雪
一。
縦
雖
下
有
二
堅
氷
一
頓　

ニ

絶
二
擲　

シ

一
命

国
土
一
曝　

シ
二
骸
野
外
一
凌
中
厳
冬
苦
寒
坪
上
山
上、
誰　

カ

不
便　

ニ

思
召
可
レ
被
レ
分
哉
。

併　
テ

先
年
天
之
四
郎
恨
二
長
州
守
殿
一
天
草
籠
城
例
成　

ル

事
不
レ
可
レ
有
。
諸
願
偏

渇
命
御
救
可
レ
被
レ
下
候
者
可
レ
無
二
寸
毫
恨　

ミ
一。
万
端
難
レ
尽
二
筆
紙
一
候
。
以

上
。

子
ノ
臘
月　

百
姓
面
々

因
伯
太
守
公

上
阪
は
こ
れ
を
元
に
「
近
時
の
俗
文
」
を
作
成
し
た
。
先
ず
、
原
文
が
「
因
伯
太

守
公
」
に
直
に
宛
て
て
い
た
の
を
、「
因
州
御
柱
石
之
御
役
人
様
方
御
閣
下
」
と

藩
の
重
職
者
宛
て
に
改
め
た
。
こ
れ
は
前
記
の
意
に
よ
る
処
理
で
あ
る
。
し
か
し
、

藩
側
の
冷
酷
理
不
尽
に
対
す
る
糾
弾
が
緩
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
上
阪
は
、
右

の
原
文
中
、
先
年
以
来
の
凶
作
天
災
は
誰
も
承
知
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

殿
様
は
御
心
付
き
な
く
非
道
之
筋
を
以
て
仕
置
な
さ
る
と
難
じ
た
点
を
不
遜
と
し

た
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
「
近
時
の
俗
文
」
で
は
、
そ
の
該
当
箇
所
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

ま
し
て
御
国
守
様
之
御
身
に
被
レ
為
レ
在
候
而
は
、
古
来
よ
り
是
を
民
父
母

と
申
来
り
候
事
故
、
常
に
下
を
御
憐
み
物
を
御
恵
被
レ
遊
候
事
を
以
て
其
御

職
と
被
レ
為
レ
成
候
義
に
御
坐
候
得
ば
、
何
故
万
民
が
如
レ
是
困
窮
仕
候
事
を

其
儘
に
御
捨
置
可
レ
被
レ
遊
候
は
ん
哉
。
…
…
（
故
に
古
の
仁
君
賢
主
た
ち

は
、
か
か
る
折
に
は
貢
租
を
宥
免
し
て
き
た
。）
今
恐
多
き
御
事
に
御
坐
候

得
共
、
御
上
様
え
は
御
両
国
を
御
領
し
被
レ
遊
候
而
御
富
貴
を
御
極
め
被
レ

為
レ
遊
候
に
付
、
一
向
下
情
に
は
御
通
じ
不
レ
被
レ
遊
。
依
レ
之
今
時
如
レ
是
孰

れ
も
難
渋
至
極
仕
候
様
子
を
毛
頭
御
存
知
不
レ
被
レ
為
レ
遊
候
に
哉
。

こ
こ
で
は
、
元
来
為
政
者
と
は
か
く
あ
る
べ
し
と
い
う
こ
と
を
む
し
ろ
縷
説
し
た

上
で
、
原
文
で
は
「
無
二
御
心
付
一
」
と
漠
然
と
し
た
表
現
で
あ
っ
た
の
を
、「
下

情
」「（
民
衆
が
）
孰
れ
も
難
渋
至
極
仕
候
様
子
」
を
殿
様
は
「
毛
頭
御
存
知
」
な

い
と
改
め
、
即
ち
現
場
を
知
ら
な
い
と
い
う
点
を
一
層
鋭
く
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
種
の
文
は
「
漢
語
に
似
せ
た
る
仮
字
文
」
と
称
し
て
い
る
が
、
漢
文
調

と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
例
え
ば
次
の
一
節
に
『
詩
（
詩
経
）』
大
雅
所
収
「
烝

民
」
の
詩
か
ら
、
周
の
宣
王
に
仕
え
た
仲
山
甫
が
王
の
足
ら
ざ
る
を
よ
く
補
っ
た

と
い
う
故
事
を
引
く
こ
と
な
ど
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
文
も
「
因
州
棟
梁

の
御
大
臣
以
下
郡
大
吏
閣
下
」
宛
て
と
し
た
が
、
恰
も
そ
の
人
々
に
向
け
て
言
う
。

若
柱
石
の
御
大
臣
を
し
て
仲
山
甫
補
闕
の
美
を
矜

（
つ
つ
し
）み

式
（
の
つ
と
）り

給
ふ
の
人
あ
ら
し

め
ば
、
い
か
ん
ぞ
か
く
黙
々
と
し
て
御
衣
の
御
綻
闕
を
補
綴
し
給
は
ざ
る
べ

き
。
し
か
る
に
た
ゞ
其
事
な
き
の
み
な
ら
ず
、
か
ゝ
る
凶
年
を
ば
審
に
知
り

な
が
ら
毫
末
も
其
租
を
減
ぜ
ず
し
て
必
常
年
の
如
く
こ
れ
を
収
め
し
め
給
は

ん
と
欲
し
て
、
今
茲
八
月
よ
り
本
月
に
い
た
る
迄
有
司
の
輩
更

（
か
は
）る

〳
〵
に
来

三

近
世
山
陰
の
飢
饉
に
関
す
る
記
録
・
聞
書
・
実
録
類
に
つ
い
て 
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り
て
日
夜
衆
民
を
其
廳
に
招
き
あ
つ
め
、
而
し
て
後
其
猛
威
と
詐
術
と
を
以

て
こ
れ
を
責
る
こ
と
至
ら
ざ
る
所
な
し
。

重
職
者
た
ち
が
、
現
場
の
窮
状
を
汲
み
上
げ
て
殿
様
に
達
し
そ
の
足
ら
ざ
る
を
輔

佐
す
（
御
衣
の
御
綻
闕
を
補
綴
す
）
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
全
く
機
能
し
て
い
な

い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

先
に
触
れ
た
自
序
に
相
当
す
る
文
の
末
尾
に
言
う
。

　
　

	

衆
民
が
其
困
難
に
た
へ
ず
し
て
止
む
こ
と
を
得
ず
哀
訴
せ
る
文
な
る
故
、
若

し
強
て
国
悪
を
諱
ん
と
す
る
と
き
は
其
衷
情
を
悉
す
こ
と
能
は
ず
。
こ
ゝ
を

以
て
姑
く
思
ひ
出
る
ま
ゝ
に
つ
ら
ね
置
た
る
也
。
是
其
意
後
の
君
子
を
し
て

見
て
以
て
鑑
戒
の
一
助
と
な
さ
し
め
ん
と
欲
す
る
の
み
。

上
阪
は
哀
訴
の
原
文
を
載
録
し
、
且
つ
そ
れ
に
手
を
加
え
た
二
種
の
文
を
収
め

た
。
こ
れ
を
編
述
し
た
天
保
七
年
は
正
に
飢
饉
が
深
刻
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
時

期
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
約
百
年
前
の
事
件
を
顧
み
た
時
、
為
政
者
の
認
識
が
現
場

の
実
情
か
ら
乖
離
し
て
い
る
こ
と
、
殊
に
中
に
立
つ
者
の
機
能
不
全
と
い
う
問
題

が
見
え
て
き
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
書
き
留
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う

認
識
に
動
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

三　

当
事
者
と
し
て
の
語
り
と
継
承

　
『
凶
年
記
録
』
は
、
出
雲
国
大
原
郡
大
東
町
の
木
村
家
に
伝
存
し
た
資
料
で
あ

る）　
4
（

。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
飢
饉
の
実
記
を
、
先
代
の
小
左
衛
門
（
安
信
）
が

玄
米
に
灰
を
混
ぜ
て
収
め
た
紙
袋
の
上
に
認
め
て
い
た
。
こ
れ
を
現
小
左
衛
門

（
孝
之
）
が
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
九
月
に
発
見
し
、
書
写
し
直
し
た
の
で
あ

る
と
す
る
。

前
記
飢
饉
ノ
実
況
ヲ
亡
父
小
左
衛
門
安
信

殿

若
年
ノ
頃
祐

三
郎
ト
云　

ノ
筆
記
ニ
テ
、
其
時
ノ

玄
米
ヲ
灰
ニ
交
ゼ
紙
袋
ニ
入
テ
永
ク
保
存
シ
テ
、
飢
饉
ノ
恐
敷
㕝
実
亦
子
孫

驕
奢
ノ
心
ヲ
戒
メ
ン
ト
教
訓
ノ
為
、
則
米
袋
ニ
詳
記
シ
土
蔵
ノ
梁
ノ
上
ニ
囲

ア
ル
ヲ
、
知
ラ
ズ
シ
テ
今
発
見
シ
、
已
ニ
星
霜
五
拾
余
年
ヲ
経
過
シ
テ
玄
米

散
佚
シ
テ
弐
拾
粒
ヲ
存
ス
。
紙
袋
ハ
紙
虫
ノ
タ
メ
ニ
字
ヲ
減
ズ
ル
所
ア
リ
。

是
ヲ
謄
写
シ
テ
亡
父
之
厚
恩
ヲ
子
孫
ニ
遺
示
ス
ル
㕝
云
爾
。

　
　

明
治
二
十
一
年
九
月
十
日　
　

木
村
小
左
衛
門
孝
之

但
し
後
掲
す
る
よ
う
に
、
現
小
左
衛
門
は
、
こ
の
転
写
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
天

保
七
年
飢
饉
に
関
す
る
自
身
執
筆
の
文
章
を
も
新
た
に
収
録
し
、
改
め
て
全
体
を

一
つ
の
書
に
纏
め
直
し
た
の
で
あ
る
。

　

先
代
に
よ
る
筆
記
と
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。
先
ず
、

　
　

	

天
保
七
年
申
歳
者
前
代
未
聞
ノ
凶
年
ニ
テ
、
夏
中
冷
気
強
ク
帷
子
ヲ
着
シ
候

様
之
暖
気
無
レ
之
、
続
テ
雨
天
勝
、
追
々
米
穀
高
直
ニ
相
成
、
…
…

そ
し
て
翌
八
年
に
か
け
て
麦
、
大
豆
、
小
豆
な
ど
も
著
し
く
高
騰
し
、
施
粥
も
行

わ
れ
た
が
、
そ
の
難
渋
は
「
誠
以
言
語
ニ
絶
シ
候
仕
合
」
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
子

孫
に
米
穀
金
銭
の
大
切
な
る
事
、
備
蓄
の
不
可
欠
な
る
事
を
諭
す
と
す
る
。
ま

た
、「
誠
以
恐
敷
、
日
々
数
百
人
ノ
乞
食
大
戸
口
ニ
テ
相
嘆
候
声
耳
ニ
残
リ
テ
苦
々

敷
」、「
猶
又
内
々
ニ
テ
家
蔵
モ
窺
ヒ
候
盗
人
ハ
世
渡
ノ
表
向
ノ
様
ニ
相
成
、
押
入

強
盗
人
命
ヲ
失
ヒ
候
事
大
分
有
レ
之
」
と
、
こ
れ
ら
を
自
分
が
実
際
に
聞
い
た
こ

と
見
た
こ
と
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。

　

現
小
左
衛
門
は
こ
れ
を
受
け
て
、
新
た
に
自
身
の
見
聞
と
経
験
に
基
づ
く
文
章

を
著
し
た
。
そ
の
最
初
に
「
先
年
大
飢
饉
聞
書
」
と
い
う
見
出
し
の
も
と
、「
余

ガ
若
年
ノ
頃
古
老
ノ
人
ニ
尋
テ
聞
シ
儘
ヲ
記
載
ス
」
と
し
て
、
近
世
の
飢
饉
に
つ

い
て
遡
っ
て
記
す
。
そ
の
一
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
飢
饉
で
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
簡
略
に
し
か
知
り
得
な
か
っ
た
と
す
る
。

　
　

一　

	

延
宝
三
寅
年
大
飢
饉
、
餓
死
夥
シ
ク
、
米
価
壱
升
ニ
付
銀
壱
匁
四
分

四

近
世
山
陰
の
飢
饉
に
関
す
る
記
録
・
聞
書
・
実
録
類
に
つ
い
て 

―
災
禍
の
記
憶
の
記
述
と
継
承
―
（
田
中
則
雄
）

－ 219 －



当
今
錢
ニ
直
シ

九
十
八
文
位
カ
。
其
他
申
伝
不
詳
。
是
ヨ
リ
以
前
ノ
凶
荒
ハ
申
伝
不
詳
。

そ
の
二
は
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
の
飢
饉
。「
夏
土
用
中
ヨ
リ
蝗
虫
生
ジ
テ
、

七
月
中
旬
俄
ニ
田
面
枯
色
ト
ナ
ル
当
年
人
民
蝗
難
ノ
防
方
ヲ
知
ラ
ザ

ル
ヨ
リ
斯
ル
凶
荒
ア
ル
ト
申
伝
フ
。
別
シ
テ
山
陰
道
国
々

大
飢
饉
ノ
ヨ
シ
」
と
す
る
。
即
ち
前
節
に
掲
げ
た
『
秘
見
録
』
に
記
し
て
い
た
飢

饉
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
惨
状
、「
当
町
内
モ
翌
春
ニ
至
リ
テ
ハ
昼
モ
戸
ヲ
〆
メ

テ
居
ル
位
ナ
リ
」、「
餓
死
多
ク
亦
疫
病
流
行
シ
テ
死
人
夥
」
し
く
、「
古
今
稀
ナ

ル
大
飢
饉
ナ
リ
シ
ト
申
伝
ナ
リ
」
と
す
る
。
そ
の
三
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

の
飢
饉
。
雨
天
冷
気
に
よ
り
著
し
い
不
作
と
な
り
、

　
　

	

依
テ
秋
ノ
頃
ヨ
リ
人
気
騒
シ
ク
、
夜
分
ハ
山
上
ニ
テ
火
ヲ
焼
キ
、
亦
乞
食
ニ

出
ヨ
ト
テ
町
内
家
々
ノ
戸
ヲ
叩
キ
、
兼
テ
意
趣
ア
ル
家
ヘ
乱
妨
シ
、
翌
辰
ノ

春
ニ
至
リ
テ
マ
ス
〳
〵
物
騒
、
盗
賊
多
ク
、
飯
石
郡
神
門
郡
ニ
テ
ハ
郡
吏
ノ

宅
へ
乱
妨
狼
藉
人
心
不
穏
㕝
ナ
リ
ト
。

と
、
即
ち
次
節
に
掲
げ
る
『
雲
国
民
乱
治
政
記
』
に
記
す
飯
石
郡
神
門
郡
の
一
揆

に
も
言
及
し
て
い
る）

5
（

。

　

続
い
て
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
飢
饉
に
つ
い
て
記
す
が
、
こ
れ
は
「
予
ガ

拾
壱
歳
ノ
時
ニ
テ
、
其
時
ノ
嘆
泣
ノ
声
今
ニ
忘
レ
ガ
タ
シ
。
惨
状
ヲ
見
タ
ル
概
略

ヲ
筆
記
シ
、
亡
父
ノ
飢
饉
之
事
実
ヲ
記
セ
シ
ニ
洩
タ
ル
ヲ
補
ヒ
是
を
拾
遺
ト
ス

ル
」、
即
ち
前
掲
し
た
先
代
の
文
章
に
続
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の

年
は
収
穫
の
時
季
に
な
っ
て
不
作
と
分
か
り
、「
農
家
驚
入
タ
ル
困
難
」
と
な
っ

た
。

申
年
（
天
保
七
年
）
冬
ヨ
リ
乞
食
人
夥
敷
、
当
所
ニ
テ
モ
毎
日
百
余
人
来
リ

テ
、
貧
窮
者
ハ
顔
色
衰
弱
、
亦
強
盗
窃
盗
放
火
、
別
シ
テ
田
畑
ニ
ア
ル
食
物

ヲ
取
荒
シ
発
覚
シ
テ
モ
恥
ル
色
ナ
シ
。
…
…
農
人
ハ
素
ヨ
リ
商
人
モ
工
業
人

モ
僧
侶
神
職
迄
昼
夜
挊
ギ
、
山
野
ニ
ア
ル
草
ノ
根
木
ノ
皮
仝
実
魚
漁
海
草

等
、
何
ニ
ヨ
ラ
ズ
食
用
ニ
取
入
露
命
ヲ
繋
ギ
働
ク
者
夥
敷
、
早
朝
ヨ
リ
山
野

ヲ
走
リ
、
夕
方
ニ
至
リ
何
百
人
ト
群
ヲ
ナ
シ
テ
我
家
ニ
帰
ル
。
其
惨
状
思
ヒ

ヤ
ル
可
シ
。
殊
ニ
極
窮
ノ
鰥
寡
孤
独
ノ
者
ハ
乞
食
ヲ
主
ト
ス
ル
モ
食
料
乏
シ

キ
故
、
痩
衰
ヒ
或
ハ
腫
レ
青
キ
顔
色
ト
成
、
杖
ニ
ス
ガ
リ
食
ヲ
乞
歩
行
。
亦

青
菜
ヲ
食
ヒ
道
路
に
放
捨
タ
ル
魚
ノ
骨
ヲ
カ
ミ
糠
団
子
藁
餅
を
喰
。
実
ニ
食

料
ノ
戦
争
ト
モ
云
ベ
シ
。

施
粥
も
行
わ
れ
た
が
、「
早
朝
ヨ
リ
配
当
ス
ル
ニ
、
前
夜
半
頃
ヨ
リ
待
兼
戸
口
ニ

来
リ
待
居
ル
者
多
シ
」
と
い
う
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
一
一
歳
の
時
「
惨
状
ヲ

見
タ
ル
概
略
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
直
接
見
た
内
容
に
加
え
、
後
に

家
族
等
か
ら
聞
い
た
事
柄
も
混
在
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
但
し
筆
者
が
、
こ

の
天
保
七
年
飢
饉
に
関
し
て
は
、〝
惨
状
を
実
見
し
た
人
〞
と
い
う
立
場
で
述
べ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
押
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
飢

渇
に
苦
し
む
人
々
の
嘆
泣
の
声
や
身
体
衰
弱
の
状
態
、
振
る
舞
い
な
ど
が
、
自
身

の
記
憶
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
な
お
筆
者
は
こ
れ
に
併
せ
て
、
松
江
日
報
、

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
七
月
一
五
日
版
所
収
「
天
保
七
年
飢
饉
の
惨
状
附
り

本
年
当
地
方
米
作
ノ
予
想
」
と
い
う
、
松
江
の
住
と
思
し
き
人
物
が
こ
の
飢
饉
に

つ
い
て
回
想
し
て
記
し
た
文
章
を
も
書
写
収
録
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
先
代
の
文

章
を
「
飢
饉
ノ
実
況
」「
飢
饉
之
事
実
ヲ
記
セ
シ
」
と
称
し
、
こ
れ
に
触
発
さ
れ

て
本
書
を
編
集
し
た
。
実
際
に
災
禍
を
経
験
し
た
者
は
そ
の
記
憶
を
文
字
に
残
し

後
世
に
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
強
い
意
識
が
存
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

四　

実
録
体
の
文
章
に
よ
る
表
出
（
一
）

　
『
雲
国
民
乱
治
政
記
』
は
、
出
雲
市
大
津
町
の
森
広
家
に
伝
存
し
た
資
料
で
あ

る）　
6
（

。
冒
頭
の
一
節
は
一
般
論
を
語
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
書
全
体
の
摘
要

に
も
な
っ
て
い
る
。

五
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そ
れ
非
道
な
る
者
も
運
つ
よ
け
れ
ば
災
ひ
な
く
、
時
の
威
光
を
い
た
ゞ
い
て

万
人
を
な
び
か
せ
け
れ
ど
も
、
奢
に
つ
の
り
て
神
明
の
い
か
り
を
受
、
後
果

し
て
衰
ふ
る
。
た
ゞ
正
直
に
し
て
何
を
か
恐
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
し
か
し
時

の
品
に
よ
つ
て
災
ひ
を
得
る
事
も
あ
れ
ど
も
、
自
然
と
晴
る
ゝ
日
月
の
恵
を

う
け
て
、
一
旦
は
乱
る
ゝ
と
も
治
る
。
其
例
数
多
あ
る
事
也
。

こ
れ
は
即
ち
本
文
に
言
う
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
正
月
一
八
日
（
実
際
は

一
九
日
）、
飯
石
郡
三
刀
屋
町
の
宮
内
屋
市
兵
衛
、
神
門
郡
大
津
町
の
森
広
源
兵

衛
が
、
私
欲
を
恣
に
し
た
と
て
地
元
民
の
怨
嗟
の
的
と
な
り
同
日
同
夜
に
打
ち
毀

し
に
遭
っ
た
こ
と
と
、
ま
た
神
門
郡
の
騒
動
に
関
し
て
、
森
広
幾
太
が
徒
党
を
先

導
し
た
と
無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
禁
獄
さ
れ
る
も
終
に
潔
白
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

と
を
指
し
て
い
る）

7
（

。

　

こ
の
書
は
、
章
段
の
題
も
「
…
…
之
事
」
の
如
く
記
し
、
会
話
や
心
中
描
写
な

ど
を
も
取
り
入
れ
た
文
章
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
に
実
録
の
形
態
を
有
し
て
い

る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
読
み
物
風
、
物
語
的
な
ど
と
評
さ
れ
、
こ
の
事
件

を
史
実
と
し
て
追
究
す
る
に
は
、
か
か
る
言
わ
ば
文
学
的
記
述
の
部
分
は
相
容

れ
な
い
と
す
る
見
地
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。『
出
雲
の
歴
史
』「
波
乱
の
藩
政
」

（
藤
沢
秀
晴
執
筆）

8
（

）
で
は
、
本
書
に
描
か
れ
る
森
広
幾
太
の
行
動
は
虚
構
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
真
相
と
は
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
『
出
雲
市
大
津
町
史
』「
Ⅲ	

近
世
／
三	

藩
政
下
の
農
民
／
㈣	

飢
饉
と
百
姓

騒
動
」（
石
塚
尊
俊
執
筆）

9
（

）
で
は
、
本
書
を
「
読
み
物
で
あ
り
、
講
談
で
さ
え
あ

る
」
と
し
、
非
現
実
的
な
表
現
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
つ
つ
、「
そ
の
随
所
に
ち
り

ば
め
ら
れ
て
い
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
い
し
極
端
な
修
飾
の
蔭
に
は
、
や
は
り
史
実

が
お
か
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
な
い
」
と
述
べ
、
事
件
の
日
時
、
経
緯
な
ど
個
々

の
情
報
に
つ
い
て
は
実
と
認
め
て
よ
い
も
の
も
あ
る
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、

文
学
的
記
述
と
史
実
と
は
峻
別
さ
れ
る
べ
し
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
私
見
で
は
、

か
か
る
文
学
的
記
述
は
、
全
く
の
空
想
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
史
実
、
あ
る
い

は
当
時
関
係
者
と
そ
の
周
辺
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
た
言
説
に
依
拠
し
つ
つ
、
こ

れ
に
対
す
る
筆
者
の
解
釈
を
表
す
た
め
に
設
け
ら
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
う
し

た
観
点
か
ら
の
再
評
価
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る）

10
（

。

　

先
ず
本
書
に
お
い
て
最
も
際
立
つ
非
現
実
的
表
現
と
さ
れ
る
異
人
の
出
現
と
徒

党
先
導
の
こ
と
に
つ
い
て
掲
げ
る
。
三
刀
屋
の
騒
動
は
、「
飯
石
郡
村
々
に
お
ゐ

て
異
人
顕
れ
出
、
百
性
を
さ
そ
ひ
出
す
」
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
異

人
は
「
其
人
体
世
の
常
な
ら
ず
。
身
の
長
六
尺
四
五
寸
計
り
有
て
、
頭
に
け
う
な

る
帽
子
を
か
ぶ
り
、
八
の
字
の
一
ツ
紋
付
た
る
黒
ち
り
め
ん
の
羽
織
を
着
し
、
か

ん
じ
き
を
は
き
、
大
き
成
鉾
を
た
づ
さ
へ
」
て
い
た
。
宮
内
屋
市
兵
衛
宅
の
破
却

を
先
導
し
た
後
、「
某
は
応
神
と
云
て
、
住
所
定
か
な
ら
ず
。
尤
重
て
我
に
対
面

せ
ん
と
思
は
ゞ
八
幡
へ
来
れ
」
と
言
い
残
し
、「
俄
に
光
り
物
に
成
、
天
に
と
ど

ろ
き
地
に
ひ
ゞ
き
、
東
を
さ
し
て
飛
去
」
っ
た
。
そ
し
て
同
日
同
夜
神
門
郡
大
津

町
に
も
現
れ
、
諸
人
を
誘
っ
て
忽
ち
徒
党
を
な
し
た
と
い
う
。
後
述
す
る
通
り
、

本
書
に
描
か
れ
る
事
件
の
大
枠
は
あ
く
ま
で
も
実
説
に
拠
っ
て
い
る
と
見
ら
れ

る
。
然
る
に
一
方
で
か
か
る
荒
唐
無
稽
と
も
言
う
べ
き
こ
と
を
記
す
理
由
は
何
で

あ
ろ
う
か
。
考
え
得
る
こ
と
の
一
は
、
本
書
後
半
部
分
で
書
か
れ
る
、
徒
党
の
発

頭
を
割
り
出
そ
う
と
松
江
藩
が
厳
し
い
詮
議
を
行
っ
た
こ
と
と
の
関
係
で
あ
る
。

発
頭
の
正
体
は
知
る
由
も
な
い
と
、
改
め
て
主
張
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る）

11
（

。
し
か
し
そ
れ
の
み
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
書
の
筆
者
は
、
三
刀
屋
で
は

一
万
五
六
千
人
、
大
津
で
は
二
万
人
余
の
大
集
団
が
形
成
さ
れ
た
と
し
つ
つ
、
何

れ
も
こ
の
人
数
が
終
始
統
制
の
保
た
れ
た
動
き
方
を
し
た
こ
と
を
再
三
強
調
し
て

い
る
。
先
ず
三
刀
屋
の
一
団
に
つ
い
て
、
広
範
囲
か
ら
多
人
数
が
一
気
に
集
結
し

た
こ
と
を
言
う
。

当
郡
は
三
拾
ヶ
村
余
、
東
西
の
行
程
六
里
計
り
も
有
べ
き
所
、
正
月
十
八
日

六
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世
山
陰
の
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録
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の
四
ツ
時
よ
り
此
異
人
出
現
し
て
、
暮
六
ツ
時
に
雲
霞
の
大
勢
諸
方
よ
り

一
時
に
集
る
事
、
神
変
な
れ
ば
こ
そ
、
い
か
で
か
人
間
業
に
成
べ
き
事
に

あ
ら
ず
。

ま
た
重
ね
て
「
数
万
人
之
者
一
時
に
寄
集
る
事
、
万
々
不
思
義
千
万
と
、
其
頃
遠

近
に
て
此
沙
汰
の
み
也
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
集
結
後
も
一
団
は
動
き
が

乱
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
　

	（
村
ご
と
に
各
自
の
旗
の
も
と
に
集
合
し
た
が
）
一
村
々
々
入
替
り
、
徒
党

の
人
数
不
紛
一
ち
い
た
し
け
り
。

　
　

	（
人
々
は
）
一
村
充
一
倆
に
成
た
る
が
、
其
程
は
し
ら
ね
ど
も
、
一
人
も
洩

し
な
く
一
致
し
た
る
と
云
事
、
不
思
義
也
。

こ
こ
で
言
う
一
団
の
総
数
に
は
誇
張
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
極
め
て
多
人
数
で

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
こ
れ
が
斉
一
な
動
き
方
を
し
た
こ
と
に
注
目
し
、

「
神
変
」「
不
思
義
」
と
捉
え
た
。
そ
こ
に
〝
異
人
出
現
先
導
説
〞
が
生
じ
た
と
推

測
す
る
。
ま
た
、

其
時
世
上
の
風
聞
に
は
、
徒
党
の
人
数
一
所
に
集
た
る
時
、
彼
異
人
雷
の

鳴
が
ご
と
き
大
声
を
上
げ
て
右
の
趣
（
隊
列
を
整
え
る
手
順
）
を
云
聞
せ
ら

れ
し
所
、
其
声
谷
に
ひ
ゞ
き
そ
ね
を
越
て
人
々
耳
の
根
に
て
い
ふ
ご
と
く
、

一
万
余
の
人
数
余
さ
ず
も
ら
さ
ず
一
時
に
聞
届
た
る
と
云
。

こ
れ
も
即
ち
、
指
令
周
知
の
迅
速
と
正
確
と
い
う
こ
と
へ
の
注
目
か
ら
、
異
人
の

仕
業
と
す
る
説
を
唱
え
た
も
の
と
考
え
得
る
。

　

大
津
の
騒
動
に
関
し
て
も
、
郡
の
規
模
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
の
人
数
が
一

気
に
集
結
す
る
こ
と
は
普
通
あ
り
得
な
い
と
し
、
異
人
出
現
の
こ
と
を
言
う
。

（
神
門
郡
は
）
誠
に
当
国
一
の
大
郡
也
。
…
…
百
性
等
掌
を
合
せ
て
私
に
徒

党
す
る
事
思
ひ
立
と
い
へ
共
、
人
心
は
千
差
万
別
、
た
と
へ
数
日
を
へ
る
共

容
易
に
揃
ふ
べ
き
事
に
あ
ら
ず
。
然
処
天
明
三
年
卯
正
月
廿マ

八マ

日
、
与
風
異

人
出
現
有
る
。
其
人
体
骨
柄
、
飯
石
郡
発
頭
に
相
替
ら
ず
。

ま
た
言
う
。

扨
又
不
思
義
や
、
右
の
異
人
至
ら
ぬ
里
も
な
く
、
誠
に
山
谷
の
一
ツ
家
も
同

心
せ
ざ
る
と
云
事
な
し
。
銘
々
手
道
具
た
づ
さ
へ
か
け
来
る
事
数
し
れ
ず
。

こ
れ
は
先
の
三
刀
屋
の
騒
動
と
同
様
、
指
令
周
知
の
迅
速
と
正
確
を
言
お
う
と
し

た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　

更
に
筆
者
が
注
目
し
て
い
る
事
柄
が
も
う
一
点
あ
る
。

ま
た
不
思
義
成
事
は
、
両
郡
の
百
性
等
申
合
せ
ず
し
て
、
此
騒
動
同
日
と
云

時
刻
も
違
は
ず
両
人
之
者
を
破
却
に
及
し
事
、
偏
に
天
変
と
こ
そ
し
ら
れ

け
り
。

二
つ
の
騒
動
が
同
時
的
に
発
生
し
た
こ
と
も
不
思
議
、
天
変
と
捉
え
た
。〝
異
人

出
現
先
導
説
〞
は
事
件
当
時
か
ら
周
辺
の
人
々
の
間
で
語
ら
れ
て
い
た
も
の
か
、

あ
る
い
は
筆
者
が
執
筆
の
段
階
で
独
自
に
設
定
し
た
も
の
か
は
知
り
得
な
い
。
た

だ
掲
げ
た
如
き
両
騒
動
に
お
け
る
集
団
の
行
動
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、
当
初
か

ら
人
々
の
間
で
言
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

　

続
い
て
後
半
を
成
す
の
は
、
大
津
の
森
広
幾
太
の
受
難
に
関
す
る
話
で
あ
る
。

大
津
に
集
結
し
た
一
団
が
、
こ
の
機
会
に
松
江
城
下
へ
詰
め
掛
け
窮
迫
の
実
情
を

強
訴
し
よ
う
と
の
こ
と
で
一
致
し
、
愁
訴
の
状
を
認
め
た
。
森
広
幾
太
は
、「
正

直
秀
才
に
し
て
尤
仁
心
深
き
人
柄
」
で
、
先
年
郡
役
を
退
き
帯
刀
も
許
さ
れ
た
者

で
あ
っ
た
。
幾
太
は
こ
の
こ
と
を
知
り
、
御
公
儀
を
敬
い
重
ん
じ
、
且
つ
彼
等
は

強
訴
に
出
れ
ば
結
局
咎
め
に
遭
う
こ
と
に
な
る
と
憂
え
、
使
い
を
送
り
、
こ
れ
を

思
い
止
ま
り
自
分
宅
で
相
談
し
よ
う
と
働
き
掛
け
た
。
一
団
は
こ
れ
を
容
れ
ず
、

森
広
源
兵
衛
宅
を
破
却
し
そ
の
勢
い
に
乗
り
松
江
へ
向
け
て
出
発
し
た
。
然
る
に

神
立
橋
ま
で
来
る
と
、
幾
太
の
取
り
計
ら
い
で
橋
板
が
外
さ
れ
て
お
り
、
一
団
は

こ
こ
で
幾
太
の
志
に
改
め
て
思
い
を
遣
り
、
彼
の
宅
へ
向
か
っ
た
。

七

近
世
山
陰
の
飢
饉
に
関
す
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記
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・
聞
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・
実
録
類
に
つ
い
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幾
太
少
し
も
さ
（
は
）
が
ず
し
づ
〳
〵
と
玄
関
に
立
出
申
け
る
は
、「
今
度
百

性
中
徒
党
有
て
一
統
困
窮
之
趣
御
上
え
願
之
筋
強
訴
可
有
と
の
相
談
之
由
略ホ

ヾ

承
り
及
ぶ
。
併
殿
様
御
在
国
之
折
が
ら
と
云
、
御
城
下
え
押
寄
立
さ
は
が
ば
、

利
非
を
論
ぜ
ず
如
何
成
御
咎
め
も
計
り
が
た
け
れ
ば
、
百
性
中
願
之
趣
某
聞

届
け
候
上
、
手
前
一
人
惣
代
と
し
て
出
府
致
し
、
一
身
に
替
て
愁
訴
を
い
た

し
見
也
。
此
義
如
何
」
と
申
け
れ
ば
、

こ
れ
に
対
し
て
一
団
の
側
は
、
か
く
御
懇
情
を
お
示
し
下
さ
る
上
は
貴
殿
に
託
し

た
い
と
応
じ
、
か
ね
て
用
意
し
て
い
た
愁
訴
の
状
を
渡
し
た
。
幾
太
は
こ
れ
を
受

け
取
り
、
急
ぎ
松
江
へ
と
向
か
っ
た
。
早
速
御
用
所
へ
赴
き
嘆
願
し
た
が
、
役
人

は
こ
れ
を
越
訴
で
あ
る
と
し
、「
何
分
立
帰
り
、
郡
役
人
共
と
相
談
を
遂
、
其
上

に
て
郡
奉
行
所
へ
願
出
べ
し
」、
順
序
を
踏
め
と
叱
責
し
て
帰
宅
さ
せ
た
。

　

そ
の
後
塩
冶
村
の
評
定
所
で
こ
の
度
の
徒
党
の
発
頭
を
割
り
出
さ
ん
と
詮
議
が

行
わ
れ
、
大
津
の
瓦
師
林
蔵
な
る
者
が
苛
烈
な
拷
問
に
遭
い
、
胡
乱
な
こ
と
を
申

し
述
べ
た
。

（
林
蔵
、）「
郡
中
の
百
性
難
義
に
付
、
是
非
な
く
掌
を
合
郡
中
一
統
し
松
江

表
へ
詰
懸
願
を
遂
な
ば
下
の
く
つ
ろ
ぎ
と
成
品
も
有
べ
し
と
兼
々
申
居
候
得

共
、
誰
在
て
先
達
し
て
是
を
催
す
者
も
無
御
座
候
処
、
森
広
幾
太
殿
被
（
仰
）

下
に
は
、「
百
性
中
徒
党
し
て
我
方
え
来
れ
か
し
。
願
を
達
し
て
得
さ
せ
ん
」

と
の
義
。
百
性
等
是
幸
の
事
と
思
ひ
、
大
勢
集
り
、
先
日
今
市
大
津
へ
出
懸

候
処
、
則
幾
太
使
を
以
我
宅
え
相
ま
ね
き
、
兼
而
申
さ
れ
た
る
事
な
れ
ば
、

何
角
相
談
示
し
合
せ
、
直
様
松
江
へ
参
ら
れ
候
由
。
依
之
今
度
発
頭
は
幾
太

殿
と
、
先
頃
横
目
衆
え
申
た
る
義
は
如
斯
」
と
申
上
る
。

役
人
は
「
成
程
先
頃
御
用
所
へ
罷
出
た
る
事
、
本
道
の
事
な
ら
ば
、
郡
役
人
中
へ

相
談
も
な
く
容
易
に
出
府
す
る
幾
太
（
に
）
あ
ら
ず
。
林
蔵
が
白
状
と
符
合
し
て
、

何
共
幾
太
が
心
底
疑
は
し
」
と
決
め
付
け
た
。
か
く
し
て
幾
太
は
濡
れ
衣
を
着
せ

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
―
―
こ
れ
が
筆
者
の
解
釈
で
あ
る
。
幾
太
は
捕
縛
さ
れ
て
松

江
へ
送
ら
れ
禁
獄
の
身
と
な
る
。
続
い
て
牢
舎
の
環
境
の
劣
悪
、
そ
れ
に
よ
り
彼

が
衰
弱
病
臥
し
て
い
っ
た
こ
と
が
詳
し
く
描
写
さ
れ
る
。
ま
た
松
江
城
下
の
人
々

が
彼
の
無
実
を
知
っ
て
い
て
、「
何
卒
早
く
御
免
」
と
祈
っ
た
こ
と
、
面
識
の
無

い
松
江
の
町
人
が
面
会
に
訪
れ
、
菓
子
を
差
し
入
れ
涙
を
流
し
つ
つ
力
を
付
け
た

こ
と
が
記
さ
れ
る
。
か
く
て
翌
天
明
四
年
正
月
八
日
、
年
頭
慶
賀
の
行
わ
れ
た
折
、

御
菩
提
所
月
照
寺
の
住
職
が
太
守
松
平
治
郷
に
、
幾
太
の
無
実
に
よ
る
禁
獄
い
た

わ
し
き
儀
を
言
上
し
た
。
太
守
は
「
そ
れ
は
す
き
と
不
存
事
也
。
其
趣
な
ら
ば
役

人
共
へ
申
付
べ
し
」
と
の
仰
せ
、
幾
太
は
「
畢
竟
国
中
の
騒
ぎ
を
し
づ
め
強
訴
を

止
め
た
る
段
、
御
感
の
余
り
、
却
て
神
妙
之
筋
に
被
為
思
召
」、
赦
免
さ
れ
た
と

す
る
。

　

幾
太
の
松
江
出
府
に
つ
い
て
他
の
資
料
で
は
ど
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
か
。

『
天
明
三
癸
卯
凶
作
一
途）

12
（

』
は
、
最
初
に
、
明
和
・
安
永
・
天
明
期
（
一
七
六
〇

〜
八
〇
年
代
）
に
お
け
る
松
江
藩
御
立
派
の
政
策
や
農
村
の
窮
乏
疲
弊
の
事
を
記

し
、
続
い
て
天
明
三
年
正
月
四
五
日
頃
か
ら
銭
を
乞
う
者
た
ち
が
大
勢
郷
町
に
現

れ
た
こ
と
を
言
い
、
大
津
の
騒
動
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
全
体
淡
々
と
し
た
事
柄

の
記
述
の
み
で
あ
り
、
実
録
体
の
文
章
で
は
な
い
。
そ
の
中
に
次
の
一
節
が
あ
る
。

凡
弐
千
人
計
も
大
津
町
へ
押
寄
、
森
広
屋
源
兵
衛
家
を
研
、
夫
ゟ
森
広
幾
太

家
へ
押
寄
、「
郷
中
難
儀
を
被
二
仰
立
一
被
レ
下
候
得
。
無
レ
左
は
押
潰
し
可
レ

申
」
と
申
由
に
而
、
幾
太
は
直
に
出
立
、
出
府
有
レ
之
。

こ
こ
で
は
、
一
団
が
幾
太
宅
へ
押
し
寄
せ
、
威
嚇
を
伴
い
つ
つ
藩
へ
の
直
訴
を
要

請
し
、
幾
太
が
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
と
し
て
お
り
、
彼
の
対
応
は
全
く
以
て
消
極

的
で
あ
る
。
な
お
幾
太
に
関
す
る
事
は
こ
れ
の
み
で
、
入
牢
、
赦
免
に
つ
い
て
は

触
れ
な
い
。
大
津
の
騒
動
に
つ
い
て
「
委
敷
事
は
別
巻
に
し
る
し
置
候
也
」
と
も

述
べ
て
い
る
。
も
し
こ
れ
が
『
雲
国
民
乱
治
政
記
』
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
れ

八

近
世
山
陰
の
飢
饉
に
関
す
る
記
録
・
聞
書
・
実
録
類
に
つ
い
て 
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ば
、
同
書
は
幾
太
の
行
動
に
関
し
て
大
幅
な
仮
構
を
設
け
た
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
『
天
明
三
癸
卯
凶
作
一
途
』
か
ら
直
接
『
雲
国
民
乱
治
政
記
』
が
作
ら
れ
た
と

は
解
し
難
い
。
そ
れ
は
、
次
掲
の
如
く
、『
雲
国
民
乱
治
政
記
』
に
よ
り
接
近
し

た
記
述
内
容
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
『
恐
惶
語
伝
帳 
堪
忍
帳）

13
（

』
は
、
前
表
紙
に
「
天
明
三
年	

卯
正
月
」（
即
ち
騒
動

の
あ
っ
た
月
）
と
記
す
も
の
の
、
そ
れ
以
降
の
記
事
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
一

旦
成
っ
た
後
に
書
き
入
れ
た
部
分
も
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
筆
者
名
は
記
さ
れ
な
い

が
、
こ
の
騒
動
の
事
情
を
直
接
知
る
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
こ
の
書
は
、

こ
の
時
の
拷
問
が
苛
烈
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
、
腹
立
つ
と
も
人
を
傷
め
ず
御

公
儀
様
を
敬
い
「
と
と
ふ
の
騒
動
の
と
申
事
い
た
す
事
に
無
レ
之
候
。
此
子
細
を

申
書
印
置
事
は
、
以
来
つ
ゝ
し
む
た
め
の
事
な
り
」
と
す
る
。
後
代
の
者
に
徒
党

騒
動
の
企
て
を
誡
め
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
自
身
の
知
る
事
柄
を
端
的
に
記
述

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
徒
党
の
発
頭
を
詮
議
す
る
拷
問
に
お
い
て
、
大

量
の
水
を
飲
ま
せ
腹
を
押
し
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
の
は
、『
雲
国
民
乱
治
政
記
』

の
記
述
と
近
似
す
る
。
ま
た
、

此
時
ふ
し
ぎ
な
る
事
に
は
、
飯
石
郡
宮
内
市
兵
衛
家
宅
を
一
つ
夜
に
い
た
め

申
候
。
ま
た
安
来
さ
ゝ
屋
を

（
の
）家

を
い
た
め
、
三
軒
一
つ
夜
い
た
め
申
候
。

と
、
こ
こ
で
は
安
来
の
事
件
の
こ
と
を
も
加
え
る
が
、
同
時
発
生
と
い
う
点
へ
の

注
目
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
森
広
幾
太
の
受
難
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

森
広
幾
太
殿
は
騒
動
之
夜
に
大
勢
之
中
へ
向
て
、「
願
之
筋
有
レ
之
ば
是
へ
差

出
せ
。
明
早
朝
に
は
直
に
願
に
参
相
叶
候
様
い
た
し
候
間
、
左
様
に
心
得
」

と
申
候
而
、
願
に
被
レ
参
申
候
。
是
等
不
調
法
に
相
成
。
元
来
御
公
儀
ゟ
格

式
ち
や
う
だ
い
い
た
し
小
算
用
格
に
而
居
な
が
ら
百
姓
之
方
に
相
成
候
儀
、

到
而
ち
じ
よ
く
相
成
、
い
た
わ
し
く
入
ろ
う
被
レ
致
候
。
余
り
公
儀
を
心
易

思
ふ
故
也
。
大
津
〆
と
が
に
ん
拾
人
計
、
内
大
津
に
而
森
広
幾
太
、
三
之
助

二
人
入
ろ
う
い
た
し
候
。
武
志
四
人
、
内
弐
人
払
人
に
成
、
内
こ
ん
屋
弥
七
、

年
寄
藤
左
衛
門
二
人
入
ろ
う
致
候
。
森
広
幾
太
殿
、
二
月
の
頃
気
色
劣
し
て

御
公
儀
ゟ
御
返
し
被
レ
成
候
。
残
三
人
者
供
は
追
放
被
レ
成
候
。
辰
の
二
月
也
。

右
引
用
の
後
半
部
に
言
う
捕
縛
入
牢
の
事
に
つ
い
て
、『
雲
国
民
乱
治
政
記
』
で

は
、
大
津
に
て
一
一
人
捕
縛
、
内
森
広
幾
太
、
三
之
助
入
牢
、
武
志
に
て
五
人
捕

縛
、
内
紺
屋
新
五
郎
、
年
寄
藤
左
衛
門
入
牢
と
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
ま

た
こ
こ
で
幾
太
の
動
向
に
関
し
て
、
彼
の
方
が
一
団
に
呼
び
掛
け
藩
へ
の
直
訴
を

引
き
受
け
即
座
に
赴
い
た
こ
と
、
然
る
に
そ
れ
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と
、
入
牢

さ
せ
ら
れ
た
こ
と
、
牢
内
で
健
康
を
害
し
た
こ
と
、
ほ
ぼ
一
年
後
の
辰
（
翌
四
年
）

二
月
に
解
放
さ
れ
た
こ
と
を
記
す）

1４
（

。『
雲
国
民
乱
治
政
記
』
の
記
述
は
基
本
的
に

こ
の
大
枠
と
合
致
す
る
。

　

ま
た
手
錢
家
（
島
根
県
出
雲
市
大
社
町
。
松
江
藩
の
本
陣
を
務
め
る
な
ど
近
世

出
雲
に
お
け
る
有
力
商
家
の
一
）
の
歴
代
当
主
に
よ
る
記
録
『
萬
日
記
』
に
当
事

件
に
関
す
る
記
述
が
存
す
る
こ
と
を
、
小
林
准
士
氏
よ
り
教
示
さ
れ
た
。
即
ち
、

「（
天
明
三
年
）
正
月
十
九
日
夜
、
大
津
森
広
屋
源
兵
衛
殿
方
へ
大
勢
押
寄
せ
、
家

内
之
道
具
戸
障
子
迠
打
め
ぎ
、
見
当
る
処
之
帳
面
等
を
や
ぶ
り
申
候
」、
山
口
屋

へ
も
行
っ
た
が
、
こ
の
家
で
は
「
色
々
と
機
嫌
を
御
取
、
上
下
な
ど
着
し
断
有
之

故
、
め
ぎ
不
申
候
」
と
免
れ
た
。
そ
し
て
「
森
広
幾
太
殿
方
へ
も
参
候
処
、
幾
太

殿
よ
り
大
勢
へ
打
向
ひ
断
、
其
上
即
刻
馬
に
乗
、「
百
性
中
願
之
筋
申
叶
へ
可
遣
」

と
有
之
御
出
府
候
」
と
、
幾
太
の
方
か
ら
出
府
の
事
を
言
っ
た
と
す
る
。
後
に
松

江
藩
に
よ
る
吟
味
が
行
わ
れ
、「
大
津
瓦
屋
ど
も
之
内
林
蔵
と
申
者
ゟ
御
責
之
上

に
て
、
森
広
幾
太
殿
御
指
図
と
申
、
夫
ゟ
追
々
御
吟
味
、
幾
太
殿
手
代
を
も
松
江

へ
御
引
。
其
外
瓦
屋
ど
も
、
武
志
之
年
ゟ
藤
左
衛
門
彼
是
と
大
勢
御
吟
味
有
之
、

畢
竟
幾
太
殿
御
指
図
に
致
落
着
候
と
相
聞
」
と
す
る
の
は
、『
雲
国
民
乱
治
政
記
』

が
瓦
師
林
蔵
の
供
述
に
よ
っ
て
幾
太
が
捕
縛
さ
れ
た
と
す
る
の
と
合
致
す
る
。九

近
世
山
陰
の
飢
饉
に
関
す
る
記
録
・
聞
書
・
実
録
類
に
つ
い
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以
上
よ
り
推
測
で
き
る
の
は
、『
雲
国
民
乱
治
政
記
』
が
『
恐
惶
語
伝
帳	

堪
忍

帳
』『
萬
日
記
』
に
見
ら
れ
る
如
き
言
説
を
基
と
し
た
上
で
、
そ
こ
に
自
身
の
解

釈
や
評
価
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
『
雲
国
民
乱
治
政
記
』
で
は
、

幾
太
が
直
訴
を
引
き
受
け
た
の
は
、
結
束
し
高
揚
の
極
み
に
あ
る
一
団
を
前
に
し

て
、
こ
こ
は
自
分
が
出
る
以
外
に
事
を
回
避
す
る
道
は
無
い
と
判
断
し
た
か
ら
で

あ
っ
た
と
解
し
た
。
幾
太
は
藩
の
役
人
を
前
に
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
す

る
。「

私
一
身
に
替
て
も
愁
訴
を
遂
げ
可
レ
遣
と
不
レ
申
候
て
は
、
弐
万
人
余
の
百

性
共
中
々
た
や
す
く
引
取
不
レ
申
、
無
レ
拠
如
レ
斯
之
仕
合
に
御
座
候
。
是
非

願
之
趣
御
評
定
の
上
御
宥
免
不
レ
被
レ
下
候
て
は
、
郡
中
百
性
共
え
申
訳
無
二

御
座
一、
益
騒
動
に
及
候
程
も
難
レ
計
御
座
候
。」

か
く
幾
太
の
切
迫
と
そ
の
真
意
を
描
く
こ
と
で
、
こ
れ
に
続
く
牢
舎
の
環
境
の
劣

悪
、
衰
弱
病
臥
に
よ
る
哀
れ
と
筋
の
通
る
叙
述
と
な
る
。

　

な
お
先
に
掲
げ
た
『
恐
惶
語
伝
帳 

堪
忍
帳
』
で
は
、
幾
太
の
身
分
の
こ
と
に

言
及
し
て
い
た
。
前
掲
『
出
雲
市
大
津
町
史
』
で
は
、
幾
太
と
松
江
藩
と
の
関
係

に
つ
い
て
詳
し
く
考
証
し
て
い
る
。
彼
は
長
年
郡
の
統
治
に
尽
力
し
つ
つ
藩
の
資

金
調
達
に
も
協
力
し
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
末
頃
の
時
点
で
は
、
御
目
見
、

小
算
用
格
、
御
勝
手
方
支
配
、
名
字
帯
刀
御
免
と
い
う
武
士
並
み
の
待
遇
を
得
て

い
た
が
、
翌
四
年
、
御
立
派
の
改
革
の
断
行
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
付
与
さ
れ
て
い

た
種
々
の
権
益
を
尽
く
召
し
上
げ
ら
れ
、
重
用
も
停
止
さ
れ
た
と
す
る
。
い
ま
こ

れ
に
補
足
す
る
と
、『
乍
恐
御
内
々
御
嘆
申
上
口
上
之
覚）

1５
（

』
と
称
す
る
幾
太
に
よ

る
書
が
存
す
る
。
藩
か
ら
種
々
の
約
束
を
反
故
に
さ
れ
、
改
革
が
成
れ
ば
手
当
す

る
と
言
わ
れ
た
も
の
の
、「
其
後
何
之
御
沙
汰
も
無
御
座
」、
か
く
放
置
さ
れ
て

「
重
々
恐
入
迷
惑
至
極
仕
候
。
右
之
仕
合
に
而
罷
在
候
に
付
、
乍
恐
御
嘆
申
上
候
」

と
結
ん
で
い
る
。
藩
の
重
職
者
に
向
け
て
認
め
た
も
の
の
写
し
か
と
推
測
す
る
。

末
尾
に
「
寅
十
一
月
」
と
あ
る
の
は
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
一
一
月
、
即
ち
事

件
の
二
カ
月
前
で
あ
る
。
要
す
る
に
彼
は
、
藩
と
の
関
係
が
こ
の
よ
う
に
冷
え

切
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
府
し
た
。
こ
の
点
か
ら
『
恐
惶
語
伝
帳	

堪
忍

帳
』
は
、
入
牢
は
「
い
た
わ
し
く
」
と
し
つ
つ
、「
余
り
公
儀
を
心
易
思
ふ
故
也
」

と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
対
比
し
て
み
る
と
、『
雲
国
民
乱
治
政
記
』
の
独
自

の
観
点
が
見
え
て
く
る
。
筆
者
は
幾
太
に
近
い
者
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
従
っ

て
こ
の
時
点
で
の
彼
の
実
情
を
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
御
用
所
の
役
人
に
斥

け
ら
れ
た
後
、
家
老
の
三
谷
権
太
夫
を
訪
ね
「
御
内
談
申
上
候
処
、
是
又
格
別
成

仰
も
な
き
故
、
力
お
よ
ば
ず
」
立
ち
帰
っ
た
と
記
す
の
は
、
最
早
藩
に
お
い
て
彼

は
重
く
見
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
表
そ
う
と
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
そ

の
上
で
、
そ
れ
で
も
出
府
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
決
断
す
る
よ
う
な
状
況
に
こ
の
時

彼
は
置
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
、
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
こ
の
一
連
の
事
件
の
中
か
ら
、
非
常
の
場
で
表
れ
る
集
団
の
行
動
や

心
理
の
特
徴
、
ま
た
か
か
る
結
束
高
揚
し
た
人
々
に
対
処
す
る
こ
と
に
潜
む
困
難

と
い
う
も
の
を
読
み
取
っ
た
。
実
録
体
の
文
章
が
選
び
取
ら
れ
た
の
は
、
こ
れ
を

表
出
す
る
に
最
も
適
す
る
と
の
判
断
が
働
い
た
結
果
で
あ
っ
た
と
解
す
る）

16
（

。

五　

実
録
体
の
文
章
に
よ
る
表
出
（
二
）

　
『
太
平
茶
話
』
は
、
熊
谷
子
貞
（
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
―
文
久
三
年

（
一
八
六
三
））
の
著
で
あ
る）

17
（

。
子
貞
は
、
気
多
郡
鹿
野
（
現
鳥
取
市
鹿
野
町
）
で
、

父
道
伸
の
開
い
た
私
塾
を
再
興
発
展
さ
せ
郷
校
修
道
館
を
建
て
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
書
名
か
ら
は
随
想
の
如
き
も
の
を
想
像
す
る
が
、
こ
こ
で
採
用
さ
れ
て
い
る

の
は
、
以
下
掲
げ
る
通
り
、
実
録
体
の
文
章
で
あ
る
。

　

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
秋
か
ら
の
飢
饉
に
よ
り
、
翌
四
年
四
月
二
七
日
、
因

一
〇

近
世
山
陰
の
飢
饉
に
関
す
る
記
録
・
聞
書
・
実
録
類
に
つ
い
て 

―
災
禍
の
記
憶
の
記
述
と
継
承
―
（
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則
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幡
国
高
草
郡
六
カ
村
の
約
七
百
人
が
気
多
郡
鹿
野
へ
と
押
し
寄
せ
、
こ
の
地
の
集

団
と
合
流
し
て
約
八
百
人
に
膨
れ
上
が
り
、
掠
奪
狼
藉
を
始
め
た
。
郡
吏
が
出
て

説
得
し
、
彼
等
は
一
旦
服
し
て
退
却
し
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
未
だ
約
四
百
人

が
残
留
し
、
伯
耆
国
河
村
郡
の
一
団
と
の
合
体
を
図
り
つ
つ
、
ま
た
末す

え
も
ち用

村
の

鬼き
に
ゆ
う
ど
う

入
道
と
い
う
所
に
集
結
し
た
約
百
人
と
も
合
流
し
よ
う
と
示
し
合
わ
せ
て
い

た
。
家
々
で
は
「
戸
を
鎖
し
門
を
固
め
」
た
が
、
夕
刻
に
な
っ
て
徒
党
の
者
共
は

「
連
綿
と
う
ち
つ
ゞ
き
お
り
〳
〵
時
の
声
を
作
り
て
」
町
内
へ
乱
入
し
、
戸
を
打

ち
叩
い
て
「
早
々
草
鞋
を
出
せ
よ
」
と
叫
び
立
て
た
。
然
る
に
こ
の
危
機
を
救
っ

た
の
は
「
郷
中
の
若
者
共
」
の
働
き
で
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
等
は
役
人
た
ち
と
連

携
し
つ
つ
山
根
町
と
い
う
所
に
集
ま
り
、
こ
こ
で
防
ぎ
止
め
る
手
配
り
を
し
て
待

ち
受
け
た
。

時
に
徒
党
の
先
手
の
者
此
処
を
通
ら
む
と
進
み
来
る
を
、
待
設
し
㕝
な
れ

ば
、
若
者
ど
も
是
を
押
留
め
申
け
る
は
、「
麁
飯
を
進
め
申
度
候
へ
ば
、
暫

時
此
所
に
休
足
致
さ
れ
よ
」
と
懇
に
申
述
、
山
根
町
南
の
方
往
来
自
由
な
ら

ざ
る
処
を
見
立
是
を
誘
ひ
行
、
跡
ゟ
追
々
に
来
る
輩
を
皆
こ
の
処
に
連
帰

り
、
凡
四
百
人
余
の
も
の
を
一
人
も
漏
さ
ず
同
所
に
あ
つ
め
置
。

先
ず
は
こ
う
し
て
一
団
の
移
動
を
封
じ
た
。
一
方
で
役
人
た
ち
は
、
同
所
に
臨
時

の
役
所
を
構
え
て
厳
重
に
警
備
し
た
。
そ
し
て
若
者
共
と
協
力
し
て
剛
柔
相
伴
う

策
に
出
た
。

是
に
於
て
郡
吏
の
下
知
を
伝
へ
若
者
幷
に
郷
中
強
壮
の
族
を
撰
み
、
都
合

二
百
五
十
人
計
を
二
隊
に
分
ち
徒
党
人
を
中
に
取
囲
、
南
北
の
両
口
を
差
固

め
無
用
の
者
の
出
入
を
禁
じ
而
、
郷
中
の
豪
農
富
民
の
者
ど
も
夥
し
く
握
飯

を
運
び
き
た
ら
せ
十
分
に
是
を
与
へ
厚
く
も
て
な
し
、
郷
中
の
若
者
共
兼
ね

て
貯
へ
た
る
処
の
立
派
の
灯
挑
二
百
張
計
り
手
毎
に
携
徒
党
人
の
八
方
を
照

し
、
市
中
は
戸
毎
に
灯
籠
を
軒
に
掲
げ
家
々
非
常
を
警
め
し
あ
り
さ
ま
は
、

誠
に
希
代
の
騒
動
な
り
。

若
者
共
は
前
面
に
出
て
対
峙
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
一
団
は
抗
お
う
と
し
た
。

斯
て
夜
も
三
更
の
比
と
覚
し
き
内
、
徒
党
の
と
も
が
ら
南
北
の
固
を
押
破
ら

む
と
て
俄
に
鬨
を
作
り
て
散
乱
し
無
体
に
通
ら
ん
と
頻
に
揉
立
と
い
へ
ど

も
、
兼
て
期
し
た
る
㕝
な
れ
ば
、
若
者
共
死
力
を
尽
し
て
一
人
も
洩
さ
じ
と

防
御
の
術
を
尽
し
け
る
故
、
徒
党
の
人
数
是
が
為
に
喰
止
ら
れ
囲
を
遁
れ
出

る
能
は
ず
、
終
に
再
押
戻
さ
れ
け
る
。

筆
者
は
こ
れ
を
、「
此
時
若
者
共
の
挙
動
甚
強
壮
な
り
し
故
、
徒
党
人
恐
怖
の
志

生
じ
勇
気
摧
け
し
」
と
評
し
て
い
る
。
か
く
し
て
鎮
静
し
た
後
、
大
庄
屋
の
稲
富

幸
三
郎
、
池
原
善
九
郎
が
対
話
に
出
た
。

両
人
群
り
居
る
徒
党
の
中
に
分
入
顔
色
を
和
げ
て
申
け
る
は
、「
汝
等
定
て

願
の
筋
も
有
べ
き
な
ら
ば
、
其
趣
意
包
ま
ず
申
べ
し
。
如
何
体
の
㕝
に
も
せ

よ
、
我
等
両
人
汝
等
構
へ
の
同
寮
に
力
を
添
へ
、
其
方
共
の
願
意
相
貫
き
候

様
に
取
計
ひ
遣
す
べ
し
」
と
念
比
に
諭
し
け
れ
ば
、

徒
党
の
側
は
、
昨
年
以
来
窮
乏
し
耕
稼
の
業
も
困
難
と
な
り
、
扶
持
米
の
給
付
を

嘆
願
し
て
き
た
が
全
く
相
手
に
さ
れ
ぬ
故
こ
の
儀
に
及
ん
だ
と
述
べ
る
。
両
人

が
、
自
分
た
ち
が
責
任
を
持
っ
て
公
聴
に
上
申
す
る
と
約
す
と
、
彼
等
は
大
い
に

喜
び
一
斉
に
引
き
上
げ
た
。
筆
者
は
総
括
し
て
こ
う
評
す
る
。

嗚
呼
此
一
件
鹿
野
若
者
共
の
勤
労
の
な
か
り
せ
ば
、
彼
鬼
入
道
へ
乱
入
せ
し

乞
民
と
合
体
し
て
徒
党
の
人
数
逐
々
増
加
し
遂
に
大
変
の
基
と
も
成
行
べ
き

を
、
若
者
共
の
為
に
其
勢
ひ
を
摧
れ
狂
猛
の
気
自
屈
し
其
暴
威
を
恣
に
す
る

㕝
を
得
ず
、
双
方
速
に
引
と
り
け
る
は
、
是
全
郷
中
の
若
者
共
防
御
の
力
に

因
所
な
り
。

　

一
揆
の
党
の
「
勢
ひ
」
へ
の
注
目
は
、
他
に
例
が
あ
る
。
鳥
取
藩
元
文
四
年

（
一
七
三
九
）
の
一
揆
を
記
し
た
実
録
『
因
伯
民
乱
太
平
記
』
で
は
、
因
幡
国
八

一
一

近
世
山
陰
の
飢
饉
に
関
す
る
記
録
・
聞
書
・
実
録
類
に
つ
い
て 
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災
禍
の
記
憶
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継
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東
郡
に
集
結
し
た
一
団
が
、
千
代
川
に
沿
っ
て
打
ち
毀
し
を
重
ね
な
が
ら
鳥
取
城

下
へ
と
移
動
す
る
に
従
い
破
壊
力
を
増
幅
さ
せ
て
い
っ
た
様
を
描
い
て
い
る）

18
（

。
ま

た
、
精
神
の
高
揚
し
た
相
手
と
対
峙
し
こ
れ
を
収
め
る
と
い
う
点
で
は
、
一
揆
で

は
な
く
敵
討
の
例
で
あ
る
が
、
出
雲
国
仁
多
郡
で
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
起

こ
っ
た
事
件
を
記
し
た
『
木
地
谷
敵
討
』
が
挙
げ
ら
れ
る）

19
（

。
木
地
師
の
息
子
三
助

は
父
親
の
敵
七
郎
兵
衛
を
討
ち
取
る
や
役
所
に
届
け
出
た
が
、
縄
を
掛
け
ら
れ
る

こ
と
を
拒
ん
だ
。
自
分
は
相
手
方
か
ら
返
り
討
ち
に
遭
う
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
前

に
母
に
報
告
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
庄
屋
惣
右
衛
門
は
三
助
に
、

「
嘸
本
望
手
柄
を
致
候
」
と
の
言
葉
を
掛
け
、
且
つ
、
た
と
え
彼
等
が
返
り
討
ち

に
来
て
も
自
分
が
必
ず
撃
退
す
る
と
言
い
放
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
三
助
は
落
涙
し

つ
つ
承
諾
し
縄
を
受
け
た
。
予
想
通
り
七
郎
兵
衛
の
一
族
が
詰
め
掛
け
た
が
、
こ

れ
に
惣
右
衛
門
は
「（
三
助
は
）
最
早
御
公
儀
の
囚
な
れ
ば
、
我
儘
の
敵
呼
り
思

ひ
も
不
レ
寄
」
と
切
り
返
し
た
。
そ
れ
は
「
物
に
動
ぜ
ぬ
大
丈
夫
、
幾
人
表
に
向

ふ
と
も
防
ぎ
兼
ざ
る
勢
形
に
、
恐
れ
て
進
む
物
も
な
し
」
と
い
う
様
で
あ
っ
た
。

か
く
て
こ
の
実
録
の
筆
者
は
、
三
助
も
七
郎
兵
衛
一
族
も
共
に
心
が
せ
き
立
つ

中
、「
此
時
惣
右
衛
門
な
か
り
せ
ば
、
命
を
失
ふ
者
も
多
か
る
べ
き
を
、
先
づ
「
手

柄
」
の
一
言
に
三
助
が
怒
り
を
和
ら
げ
、「
囚
」
の
一
言
に
七
郎
兵
衛
が
一
族
を

退
け
ぬ
る
働
き
」
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
。

　

鹿
野
の
事
件
に
戻
っ
て
、
徒
党
の
一
団
の
益
々
高
ぶ
る
「
勢
ひ
」
を
、
若
者
共

は
役
人
た
ち
と
連
携
の
上
、
冷
静
な
知
慮
を
働
か
せ
つ
つ
一
歩
も
退
か
ぬ
構
え
を

示
し
て
見
事
に
収
め
た
。
筆
者
は
こ
の
、
危
急
の
場
で
発
揮
さ
れ
る
人
間
の
精
神
、

そ
れ
に
よ
る
行
動
の
如
き
も
の
を
記
し
留
め
た
い
と
考
え
た
。
実
録
体
の
文
章
が

採
用
さ
れ
た
の
は
そ
う
し
た
目
的
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る）

20
（

。

六　

記
録
し
継
承
す
る
こ
と

　
『
凶
歳
聞
見
録
』
は
、
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
、
写
本
一
冊
。
鳥
取
藩
の
天
保
七

年
（
一
八
三
六
）
飢
饉
に
関
連
す
る
諸
資
料
を
、
二
宮
源
蔵
が
収
集
編
纂
し
た

も
の
で
あ
る
。
二
宮
は
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
に
御
帳
奉
行
、
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
に
日
記
取
調
役
、
そ
の
後
同
一
一
年
に
御
旧
法
御
定
制
等
取
調
懸

兼
帯
に
任
ぜ
ら
れ
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
か
け
て
、
初
代
藩
主
池
田
光
仲

以
来
の
藩
法
を
『
御
国
御
法
度
』
に
編
纂
し
た
。
同
一
〇
年
に
在
御
吟
味
役
と
な

り
、
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
老
年
に
よ
り
御
役
御
免
を
願
い
出
て
認
め
ら
れ
、

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
没
し
た）

21
（

。
本
書
の
自
序
（
年
時
は
記
さ
ず
）
に
、
申
年

（
天
保
七
年
）
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
の
種
々
の
情
報
を
収
録
し
た
旨
を
言
う
。

大
概
申
年
一
ヶ
年
分
時
気
晴
雨
、
其
外
酉
ノ
年
八
月
迄
異
変
、
有
司
取
計
方

等
之
儀
、
粗
左
之
通
こ
れ
を
記
す
。

二
宮
が
藩
の
記
録
類
に
通
じ
在
の
事
情
に
も
詳
し
い
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
本
書

成
立
の
背
景
に
は
あ
る
。
但
し
こ
れ
は
、
藩
へ
の
上
呈
な
ど
公
的
な
目
的
の
も
と

に
作
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
写
本
は
末
尾
に
「
二
宮
達
次

郎
所
有
／
祖
父
源
蔵
有
信
書
」
と
書
き
入
れ
ら
れ
、
二
宮
家
に
伝
存
し
た
。
あ
く

ま
で
も
私
的
な
編
著
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

留
意
し
た
い
の
は
、
本
書
が
決
し
て
雑
多
な
書
き
留
め
で
は
な
く
、
幾
つ
か
の

テ
ー
マ
に
基
づ
き
関
連
情
報
を
纏
め
て
い
き
、
最
終
的
に
そ
の
全
体
を
通
じ
て
こ

の
飢
饉
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
申
ノ
正
月
よ
り
酉
ノ
正
月

迄
晴
雨
之
事
」
で
は
、
当
該
時
期
の
全
日
の
天
候
に
つ
い
て
列
記
す
る
。
続
い
て

「
諸
国
損
亡
高
之
事
」「
御
両
国
御
損
亡
高
之
事
」「
御
蔵
之
御
納
所
高
之
事
」
で

一
二

近
世
山
陰
の
飢
饉
に
関
す
る
記
録
・
聞
書
・
実
録
類
に
つ
い
て 
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災
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記
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は
、
諸
国
と
因
伯
両
国
の
損
耗
の
実
態
を
数
値
を
掲
げ
て
示
す
。
こ
こ
ま
で
は
言

わ
ば
基
礎
デ
ー
タ
の
部
分
で
あ
る
。
次
に
「
公
辺
え
御
届
之
事
」「
江
戸
ゟ
品
々

被
仰
出
之
事
」「
大
坂
ゟ
被
仰
出
之
事
」
で
は
、
鳥
取
藩
と
幕
府
と
の
間
の
連
絡

の
記
録
を
掲
げ
る
。
こ
れ
は
公
文
書
の
写
し
で
あ
る
。「
江
戸
大
坂
御
国
其
外
所
々

米
相
場
大
概
」
は
経
済
状
況
、「
他
国
ゟ
米
穀
御
無
心
申
来
事
」
は
他
国
か
ら
の

救
援
依
頼
に
関
わ
る
遣
り
取
り
の
記
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
、
領
内
に
お
け
る
対
応

策
、
即
ち
施
粥
の
行
わ
れ
た
場
所
、
拝
借
米
や
拝
借
銀
の
実
態
な
ど
を
記
す
。
食

料
援
助
、
経
済
援
助
の
こ
と
で
あ
る
。「
所
々
に
而
行
倒
病
死
人
之
事
」
は
人
的

被
害
の
実
態
を
言
う
も
の
で
、
場
所
、
性
別
、
人
数
を
記
す
。
こ
の
他
関
連
事
項

と
し
て
、
甲
州
の
一
揆
、
大
坂
に
お
け
る
大
塩
の
乱
の
事
も
収
め
る
。
最
後
の

「
飢
人
之
図
」
で
は
、
画
図
に
よ
っ
て
、
飢
餓
の
た
め
に
体
型
の
変
じ
て
し
ま
っ

た
人
、
施
粥
場
に
詰
め
掛
け
た
人
々
の
様
子
な
ど
を
克
明
に
描
く
。
今
日
で
言
え

ば
写
真
や
映
像
に
よ
る
記
録
に
該
当
す
る
。

　

本
文
一
二
四
丁
、
画
図
九
丁
か
ら
成
る
労
作
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
宮

は
、
こ
れ
を
後
世
の
者
が
ど
う
用
い
る
べ
し
な
ど
と
は
全
く
述
べ
て
い
な
い
。
し

か
し
そ
の
意
図
し
た
と
こ
ろ
は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
の
大
部
分
は
、

掲
げ
た
如
き
淡
々
と
し
た
記
録
や
文
書
の
写
し
で
あ
る
。
但
し
こ
れ
ら
に
混
じ
っ

て
「
私
に
彫
刻
し
て
在
方
え
施
し
候
食
物
拵
方
毒
に
当
時
薬
法
之
事
」
と
い
う
条

が
あ
る
。
こ
こ
に
収
録
す
る
の
は
、
二
宮
自
身
が
天
保
七
年
九
月
に
印
刷
配
布
し

た
指
南
書
の
写
し
で
、
穀
物
の
代
替
と
し
て
食
し
得
る
草
木
の
根
、
芽
、
実
の
一

覧
、
毒
に
当
た
っ
た
と
き
の
対
処
法
を
記
し
て
い
る
。
二
宮
は
、
飢
饉
を
如
何
に

し
て
生
き
延
び
る
か
を
終
始
考
え
続
け
行
動
も
し
て
き
た
。
こ
こ
に
掲
げ
る
代
替

の
食
物
に
つ
い
て
「
つ
ね
に
心
が
け
て
た
く
は
ふ
べ
き
事
な
り
」
と
言
う
。
災
禍

に
は
備
え
が
必
要
で
あ
る
。
但
し
そ
れ
は
既
に
起
こ
っ
た
事
に
関
し
て
、
能
う
限

り
そ
の
全
容
を
客
観
的
に
記
録
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
。

七　

終
わ
り
に
―
―
近
世
飢
饉
の
記
憶
の
近
代
へ
の
継
承
―
―

　

近
世
に
お
い
て
飢
饉
を
経
験
し
た
人
々
は
、
自
身
の
知
る
と
こ
ろ
を
記
述
し
後

世
へ
継
承
し
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
近
代
に
至
っ
て
途
絶
え
た
の
で

は
な
い
。
第
三
節
に
掲
げ
た
『
凶
年
記
録
』
は
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
に

木
村
小
左
衛
門
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
但
し
小
左
衛
門
は
、
天
保
七
年
飢

饉
を
一
一
歳
の
時
に
実
見
し
た
と
し
て
、
自
分
を
当
時
の
人
と
す
る
意
識
に
拠
っ

て
い
た
。

　

鳥
取
県
立
図
書
館
に
、『
因
伯
飢
饉
の
実
際
』
と
称
す
る
一
書
が
伝
わ
る
。
こ

れ
を
記
し
た
遠
藤	

董た
だ
す

は
、
近
代
鳥
取
の
学
校
教
育
の
整
備
、
図
書
館
の
設
置
な

ど
に
尽
く
し
た
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
序
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

本
書
は
梶
川
正
温
氏
の
東
伯
郡
長
た
り
し
比
集
録
せ
ら
れ
し
も
の
に
し
て
、

深
く
饑
饉
凶
年
の
有
様
を
既
往
に
鑑
み
将
来
を
警
戒
せ
し
め
ん
と
の
意
に

て
、
其
実
際
を
画
工
に
命
じ
て
惨
憺
た
る
情
況
を
一
層
切
な
ら
し
め
た
り
。

予
其
画
を
も
写
し
得
た
れ
共
、
今
散
逸
し
て
此
巻
に
綴
る
能
は
ざ
る
を
遺
憾

と
す
。
偶

（
た
ま
た
ま
）

	

藤
岡
吉
平
氏
の
印
刷
せ
る
図
を
得
た
れ
ば
、
巻
尾
に
附
し
其
一

端
を
補
ふ
。

日
付
は
「
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
八
月
立
秋
の
日
」
と
あ
る
。
元
に
な
っ
た
の

は
、
梶
川
正
温
が
集
め
た
天
保
七
年
飢
饉
に
関
す
る
資
料
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
画

図
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
遠
藤
は
そ
の
全
体
を
書
写
し
て
い
た
が
、
画
図
の
部
分

が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
代
わ
り
に
藤
岡
吉
平
の
印
刷
し
た
図
（
後
述
）
を

加
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
続
い
て
、
梶
川
正
温
に
よ
る
原
序
が
収
め
ら
れ
る
。

天
保
七
申
ノ
凶
年
当
時
ノ
景
況
何
カ
書
キ
遺
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
無
キ
ヤ
ト
色
々

一
三

近
世
山
陰
の
飢
饉
に
関
す
る
記
録
・
聞
書
・
実
録
類
に
つ
い
て 

―
災
禍
の
記
憶
の
記
述
と
継
承
―
（
田
中
則
雄
）
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探
索
セ
ル
ニ
得
難
シ
。
偶
々
河
村
郡
橋
津
村
某
方
ノ
古
櫃
ヨ
リ
出
タ
ル
反
古

ノ
中
ニ
古
冊
子
ノ
前
後
ハ
破
レ
失
セ
タ
ル
ニ
中
程
読
ム
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
ト

テ
、
去
ル
篤
志
ノ
人
ヨ
リ
寄
セ
ラ
レ
タ
リ
。
閲
ル
ニ
恰
モ
之
レ
申
年
凶
荒
ノ

大
概
ヲ
記
載
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
所
謂
今
日
ニ
絶
テ
無
フ
シ
テ
稀
ニ
有
ル
モ
ノ

ナ
ラ
ン
乎
。
依
テ
之
ヲ
左
ニ
活
刷
シ
、
人
ヲ
シ
テ
弥
々
凶
年
ノ
畏
ル
可
キ
ヲ

知
ラ
シ
ム
ル
ノ
一
助
ニ
供
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

梶
川
は
天
保
七
年
飢
饉
の
実
態
を
記
し
た
資
料
を
探
索
し
た
。
そ
し
て
漸
く
古
櫃

か
ら
出
た
古
冊
子
を
入
手
し
こ
れ
を
写
し
た
。
右
の
序
に
続
い
て
収
録
す
る
文
章

が
こ
れ
に
該
当
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。
語
り
手
の
名
は
記
さ
れ
な
い
が
、「
既
ニ

予
数
年
来
病
ノ
床
ニ
臥
シ
重
キ
頭
ヲ
傾
ケ
、
伜
五
男
冨
五
郎
ヘ
筆
ヲ
取
ラ
セ
紙
墨

ノ
費
ヲ
不
顧
前
件
飢
饉
時
疫
ノ
細
事
書
セ
置
事
、
偏
ニ
子
孫
ノ
者
ド
モ
心
得
ノ
タ

メ
ナ
リ
ケ
ル
ゾ
」
と
し
、
ま
た
当
飢
饉
の
際
に
尾
崎
家
か
ら
大
恩
を
受
け
た
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。
尾
崎
家
（
現
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
宇
野
）
は
、
近
世
大
庄
屋

等
を
務
め
、
そ
の
住
宅
が
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ

る
。
こ
の
語
り
手
が
梶
川
の
言
う
橋
津
村
（
現
同
町
橋
津
）
の
人
で
あ
れ
ば
、
尾

崎
家
と
は
近
接
の
位
置
関
係
に
な
る
。
な
お
本
書
に
は
こ
の
他
に
、
梶
川
自
身
が

聴
き
取
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
記
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、

「
天
保
年
間
凶
歳
ノ
景
状
概
略
」
は
、
そ
の
末
尾
に
「
右
ハ
八
橋
郡
篦
津
村
河
本

芳
蔵
氏
ノ
祖
母
本
年
八
十
五
歳
ノ
老
人
ナ
ル
モ
ノ
述
ル
所
ノ
概
略
ヲ
筆
記
ス
」
と

し
て
い
る
。
や
は
り
近
世
に
お
い
て
大
庄
屋
等
を
務
め
た
河
本
家
（
現
東
伯
郡
琴

浦
町
篦
津
）
一
三
代
芳
蔵
の
祖
母
か
ら
聴
き
取
っ
た
の
で
あ
る
。
梶
川
は
、
弘
化

元
年
（
一
八
四
四
）
に
生
ま
れ
、
最
後
の
藩
主
池
田
慶
徳
の
側
近
を
務
め
、
明
治

に
入
っ
て
か
ら
は
鳥
取
県
の
諸
職
、
気
高
・
東
伯
等
の
郡
長
を
歴
任
し
、
昭
和
九

年
（
一
九
三
四
）
に
没
し
た）

22
（

。
確
か
に
近
世
後
期
の
生
ま
れ
で
は
あ
る
が
、
天
保

七
年
飢
饉
に
関
し
て
は
、
自
分
は
一
世
代
後
の
者
と
い
う
意
識
に
立
っ
て
い
る
。

遠
藤
董
（
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
―
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
））
も
同
様
の
考

え
方
の
も
と
、
散
逸
し
た
画
図
の
写
し
に
代
え
て
、
倉
吉
出
身
の
社
会
運
動
家
藤

岡
吉
平
が
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
作
成
し
た
「
飢
饉
の
戒
」
な
る
絵
入
の

刷
物
を
綴
じ
込
ん
だ
。
こ
れ
は
天
保
七
年
飢
饉
を
中
心
に
近
世
の
飢
饉
の
惨
状
を

記
し
、
食
料
の
備
蓄
の
不
可
欠
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
梶
川
も
遠
藤
も
、〝
語
り

継
ぐ
人
〞
と
い
う
自
覚
に
突
き
動
か
さ
れ
て
か
か
る
営
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
以
外
に
、
山
陰
に
は
、
石
見
の
『
大
田
南
北
在
町
騒

動
記
』（
天
明
三
年
飢
饉
に
よ
る
銀
山
領
で
の
騒
動
）、
隠
岐
の
『
凶
年
蔵
土
穂
』

（
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
の
飢
饉
）
は
じ
め
諸
資
料
が

伝
存
す
る
。
資
料
自
体
の
掘
り
起
こ
し
を
更
に
進
め
つ
つ
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お

け
る
執
筆
意
図
に
つ
い
て
も
探
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注（
1
）『
新
修
島
根
県
史 

史
料
篇
2
（
近
世
上
）』（
島
根
県
、
一
九
六
五
年
）
所
収
。

（
2
）
田
中
則
雄
「
地
方
に
お
け
る
実
録
の
生
成
―
―
因
幡
・
石
見
の
事
例
に
即
し
て
―
―
」

（『
読
本
論
考
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
）
所
収
）。

（
3
）『
松
江
市
史 

通
史
編
4
（
近
世
Ⅱ
）』（
松
江
市
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
4
）『
旧
島
根
県
史
編
纂
資
料 

近
世
筆
写
編
九
五
』（
島
根
県
立
図
書
館
蔵
）
に
拠
る
。

（
5
）
な
お
こ
こ
で
飯
石
郡
神
門
郡
の
一
揆
は
「
翌
辰
（
天
明
四
年
）
ノ
春
」
の
こ
と
の
如

く
記
し
て
い
る
が
、
正
確
に
は
三
年
正
月
で
あ
る
（
次
節
参
照
）。
即
ち
二
年
に
出
雲
地

方
を
襲
っ
た
洪
水
、
凶
作
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
6
）
注
1
前
掲
『
新
修
島
根
県
史 

史
料
篇
2
（
近
世
上
）』
所
収
。
そ
の
底
本
と
思
わ
れ
る

写
本
の
複
写
が
島
根
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
も
併
せ
て
参
照
し
た
。

（
7
）
神
門
郡
で
打
ち
毀
し
に
遭
っ
た
者
の
名
を
、
本
書
で
は
「
森
田0

源
兵
衛
」
と
す
る
が
、

正
し
く
は
森
広0

源
兵
衛
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
こ
れ
に
改
め
て
記
し
た
。
次
の
注
8
に
掲

一
四

近
世
山
陰
の
飢
饉
に
関
す
る
記
録
・
聞
書
・
実
録
類
に
つ
い
て 

―
災
禍
の
記
憶
の
記
述
と
継
承
―
（
田
中
則
雄
）
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げ
る
『
出
雲
の
歴
史
』
で
は
、
本
書
の
後
半
部
に
お
い
て
森
広
幾
太
が
同
情
的
に
描
か

れ
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
幾
太
と
近
い
関
係
の
者
で
あ
り
、
よ
っ
て
同
じ
森
広
一
統
の

者
が
打
ち
毀
し
に
遭
っ
た
と
記
す
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
て
改
変
し
た
も
の
と
推
定
し

て
い
る
。

（
8
）『
出
雲
の
歴
史
』（
講
談
社
、
一
九
七
七
年
）。

（
9
）『
出
雲
市
大
津
町
史
』（
大
津
町
史
刊
行
委
員
会
、
一
九
九
三
年
）。

（
10
）
若
尾
政
希
『
百
姓
一
揆
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
八
年
）
で
は
、
本
『
雲
国
民
乱
治
政

記
』
に
つ
い
て
、
智
仁
勇
を
兼
備
す
る
領
主
松
平
治
郷
に
よ
っ
て
事
態
が
収
拾
さ
れ
る

話
と
い
う
形
を
取
る
点
な
ど
を
挙
げ
て
、『
太
平
記
』、
及
び
そ
の
注
釈
・
評
論
の
書
と

し
て
近
世
に
流
布
し
た
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』
の
影
響
を
指
摘
し
、
他
の
地
方

で
成
立
し
た
一
揆
を
素
材
と
す
る
書
と
関
連
付
け
な
が
ら
、
一
揆
物
語
と
い
う
表
現
様

式
を
備
え
る
も
の
の
系
譜
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
の
更
な
る
探
究
も

今
後
必
要
と
な
る
。

（
11
）
注
3
前
掲
『
松
江
市
史 

通
史
編
4
（
近
世
Ⅱ
）』
で
は
、
異
人
を
登
場
さ
せ
た
の
は
、

発
頭
を
明
ら
か
に
し
な
い
た
め
の
工
夫
の
ほ
か
、
一
揆
勢
に
と
っ
て
は
神
の
使
い
と
見

ら
れ
る
人
を
出
す
こ
と
で
権
威
や
正
当
性
な
ど
を
主
張
す
る
意
味
が
あ
っ
た
と
い
う
解

釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
注
1
前
掲
『
新
修
島
根
県
史 

史
料
篇
2
（
近
世
上
）』
所
収
。
そ
の
底
本
と
思
わ
れ
る

写
本
の
複
写
が
島
根
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
も
併
せ
て
参
照
し
た
。

（
13
）『
恐
惶
語
伝
帳 

堪
忍
帳
』
は
、
前
掲
『
出
雲
の
歴
史
』
等
に
よ
る
と
、
出
雲
市
西
林

木
町
有
富
家
蔵
。
な
お
複
写
が
島
根
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
拠
っ
た
。

（
1４
）
な
お
厳
密
に
は
、
森
広
幾
太
の
赦
免
に
関
し
て
、『
雲
国
民
乱
治
政
記
』
で
は
、「（
天

明
四
年
）
正
月
廿
五
日
に
御
免
被
仰
付
、
翌
廿
六
日
目
出
度
宿
所
へ
帰
参
す
る
」
と
し

て
お
り
、
若
干
早
い
。

（
1５
）
写
本
の
複
写
が
島
根
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）
大
津
の
騒
動
に
言
及
す
る
資
料
と
し
て
、
こ
の
他
に
『
年
々
飢
人
労
留
帳
』、『
天

地
家
用
録
』、『
百
姓
騒
動
御
法
御
書
附
写
』
等
が
あ
る
。
注
9
前
掲
『
出
雲
市
大
津
町

史
』
で
は
、
か
か
る
諸
資
料
を
用
い
つ
つ
、
こ
の
騒
動
に
関
し
て
史
実
の
解
明
と
い
う

観
点
か
ら
論
究
し
て
い
る
。
な
お
付
言
す
れ
ば
、
松
江
藩
側
の
資
料
、
御
徒
文
書
67
（
御

徒
旧
例
）
に
、
天
明
三
年
正
月
二
六
日
、
騒
動
発
生
を
受
け
て
、
神
門
郡
へ
荒
木
茂
六
、

冨
永
又
八
が
、
飯
石
郡
へ
白
倉
儀
兵
衛
、
中
村
半
兵
衛
が
遣
わ
さ
れ
た
と
あ
る
。
ま
た

同
二
月
六
日
、「
左
之
両
人
、
森
広
幾
太
儀
御
吟
味
之
儀
有
之
、
御
勘
定
所
へ
罷
出
候
事

／
吉
岡
長
兵
衛
、
玉
井
十
助
」
と
、
森
広
幾
太
の
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
、
同
四
月
二
三

日
に
は
、
右
の
荒
木
、
白
倉
が
、「
当
春
百
性
共
及
騒
動
候
節
吟
味
申
付
候
処
、
精
出
し

相
勤
候
」
と
て
褒
美
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
一
旦
決
着
さ
せ
よ
う
と
図
っ
て
い

た
よ
う
に
窺
え
る
。

（
17
）
依
拠
し
た
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
本
（
写
本
一
冊
）
は
、
池
田
家
旧
蔵
、
鳥
取
藩
史
編

纂
の
た
め
に
筆
写
収
集
し
た
も
の
。
外
題
・
内
題
と
も
「
大0

平
茶
話
」。
そ
の
原
本
と

見
ら
れ
る
写
本
（「
修
道
館
」
の
蔵
書
印
有
り
。
熊
谷
家
蔵
）
の
第
一
丁
の
写
真
が
『
鹿

野
町
誌 

上
巻
』（
鹿
野
町
、
一
九
九
二
年
）
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
内
題
「
太0

平
茶
話
」

と
あ
る
。
い
ま
こ
の
表
記
に
よ
る
。

（
18
）
注
2
前
掲
論
文
参
照
。

（
19
）
田
中
則
雄
「
出
雲
国
仁
多
郡
木
地
谷
敵
討
の
実
録
」（
注
2
前
掲
書
所
収
）。
こ
こ
で

は
同
論
中
に
引
用
し
た
〔
中
島
本
〕
の
本
文
に
拠
る
。

（
20
）
鳥
取
藩
政
資
料
『
在
方
諸
事
控
』（
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
）
嘉
永
四
年
六
月
二
〇
日
の

条
に
掲
げ
ら
れ
る
当
事
件
に
関
す
る
記
述
の
中
に
、「（
徒
党
の
者
共
）
引
取
候
に
付
、
若

者
共
儀
者
夜
通
し
見
送
り
等
致
し
、
い
づ
れ
も
心
得
方
宜
段
御
郡
役
共
ゟ
申
達
し
神
明
之

至
に
付
、
為
御
褒
美
当
米
六
俵
被
遣
候
」
と
、
鹿
野
の
若
者
共
の
尽
力
が
藩
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
本
書
は
こ
の
こ
と
の
内
実
を
記
し
た
の
で
あ
る
。

（
21
）
二
宮
源
蔵
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
藩
政
資
料
『
家
老
日
記
（
控
帳
）』、『
藩
士
家

譜
』（
共
に
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
）、
藩
法
研
究
会
編
『
藩
法
集
2	

鳥
取
藩
』（
創
文
社
、

一
九
六
一
年
）、『
同
10	

続
鳥
取
藩
』（
同
、
一
九
七
二
年
）
解
題
に
拠
る
。

（
22
）
梶
川
正
温
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、『
鳥
取
県
人
名
鑑
』（
鳥
取
新
報
社
、
一
九
三
〇

年
）、『
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』（
新
日
本
海
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
）
等
参
照
。

一
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・
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・
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資
料
の
引
用
に
あ
た
り
、
下
記
の
処
理
を
行
っ
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

一	
、
原
本
に
お
け
る
有
無
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
に
濁
点
、
句
読
点
、
返

り
点
を
付
し
、
発
話
部
分
に
「　

」
を
補
っ
た
。

一	

、
原
本
に
あ
る
振
り
仮
名
は
読
解
上
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
以
外
は
省
略
し

た
。
一
方
読
み
に
く
い
漢
字
に
は
新
た
に
振
り
仮
名
を
（　

）
に
入
れ
て

補
っ
た
。

一	

、
誤
字
、
誤
記
に
つ
い
て
は
マ
マ
と
傍
記
し
た
。
な
お
適
宜
、
該
当
す
る
字

の
右
傍
に
（　

）
に
入
れ
て
正
し
い
字
を
示
し
た
箇
所
も
あ
る
。
単
純
な
誤

り
に
つ
い
て
は
、
断
ら
ず
に
正
し
い
字
に
改
め
た
。

一
、
脱
字
は
（　

）
に
入
れ
て
該
当
箇
所
に
補
っ
た
。

一
、
傍
線
、
傍
点
、（　

）
に
よ
る
語
句
の
補
記
等
は
、
全
て
稿
者
に
よ
る
。

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
板
垣
貴
志
氏
、
小
林
准
士
氏
よ
り
多
大
な
る
御
教
示

を
賜
っ
た
。
資
料
調
査
に
関
し
て
、
島
根
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
御
担
当
各
位
、

公
益
財
団
法
人
手
錢
記
念
館
学
芸
員
佐
々
木
杏
里
氏
、
鳥
取
県
立
図
書
館
郷
土
資

料
御
担
当
各
位
、
鳥
取
県
立
博
物
館
学
芸
員
大
嶋
陽
一
氏
の
御
高
配
に
与
っ
た
。

記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

　

本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
の
文
学
・
歴
史
関
係
資
料
の

研
究
と
活
用
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」	（
二
〇
一
九
〜
二
一
年
度
、
代
表
・
田

中
則
雄
）	

、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
二
一
Ｋ
〇
〇
二
六
四
「
地
方
実
録
の
展
開
と
享
受

に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

一
六

近
世
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陰
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記
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Records, Reports, and Historical Novels of Famine 
in the San'in Region during the Early Modern Period: 
Describing and inheriting the memories of a disaster

TANAKA	Norio
（Faculty	of	Law	and	Literature）

〔 A b s t r a c t 〕

　Written	material	describing	 famines	and	revolts	during	 the	early	modern	period,	were	
produced	based	on	 the	unique	authorial	 intentions	of	an	 individual	writer.	Often,	writers	
contemplated	 the	characteristics	and	essence	of	an	 incident	or	situation,	 in	order	 to	 fully	
grasp	them,	and	accurately	narrate	the	event	to	future	generations.	On	the	other	hand,	some	
of	them	were	dedicated	to	simply	recording	facts	in	a	straightforward	manner.	In	addition,	
it	can	be	confi	rmed	that	the	conscious	desire	of	wanting	to	inherit	the	memories	of	disasters	
continued	 into	 the	modern	era.	The	above	will	be	discussed	 through	materials	 from	the	
San'in	region	during	the	early	modern	period.

Keywords:	historical	novels,	early	modern	novels,	famines,	revolts

一
七

近
世
山
陰
の
飢
饉
に
関
す
る
記
録
・
聞
書
・
実
録
類
に
つ
い
て 

―
災
禍
の
記
憶
の
記
述
と
継
承
―
（
田
中
則
雄
）

－ 206 －


